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０
日
８
８
日
８
０
１
０
日
。
■
Ⅱ
日
Ⅱ
日
日
Ｉ
Ｕ
８
Ｈ
Ｕ

一

１
１乏

謂
一
也
心
功
淌
一
恨
周
宅
非
二
淫
巧
奇
技
之
謂
也
能
備
二
此
四
穂
や
而
後

柔
順
事
人
。
純
貞
持
レ
身
。
在
し
家
爲
二
賢
女
廻
出
嫁
猿
賢
蕊
生
し
子
鐡
賢

母
幻
先
王
重
二
内
教
毛
訓
誠
有
し
方
。
女
性
専
一
・
典
激
易
し
入
也
。
自
髄
遁

一
塞
而
内
教
癌
美
。
其
以
爲
レ
徳
煮
オ
慧
聰
知
而
非
一
静
止
』
也
其
以

爲
レ
言
者
○
恢
巧
便
接
而
非
二
簡
腕
一
也
。
容
止
華
飾
麗
粧
つ
功
止
皇
淫
巧

奇
技
や
而
四
行
墜
地
。
安
能
望
二
其
柔
順
純
真
哉
。
佐
澤
香
雪
有
」
慨
一

子
蠅
衷
二
輯
奥
羽
婦
女
之
言
行
可
レ
法
蕊
見
爲
二
若
干
蠅
名
日
一
窃
窕

■古
職
女
有
二
四
行
百
徳
言
容
功
ｂ
蓋
徳
街
瀞
止
罪
皇
誰
繊
服
川
脇
岬
悩
柵
砂

也
善
》
窟
一
簡
蝿
非
菫
慨
巧
便
倭
之
謂
也
○
容
街
一
閑
雅
非
皇
華
飾
麗
粧

序

l
l

l
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１
１
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｎ

■

■

■

■

■

■

Ｉ

■

■

９

０

■

Ⅱ

Ⅱ

日

日

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

‐

■

Ｆ

Ｉ

Ｉ

廷

－一

I１
１
１

霊
蕊
建
蕊
辮
融
鯉
纈
灘
擁
粥
紳
一
一

使
レ
易
讃
○
今
是
著
雌
し
無
此
目
毛
其
用
二
心
於
内
教
則
一
也
。
因
懐
毎

巻
摘
録
以
掲
診
之
ｏ
且
序
日
。
陰
陽
合
し
功
而
蕊
物
琴
恥
夫
婦
協
い
徳
心
而
一

一
家
治
。
故
王
化
始
二
子
閨
園
後
世
俗
儒
○
概
黄
二
刑
子
於
丈
夫
や
而
一

不
し
置
二
重
於
内
教
毛
絡
壊
専
一
之
性
や
致
二
四
徳
之
墜
診
地
。
両
勝
し
歎
砿
も
一

此
編
文
字
平
易
Ｃ
嘉
賞
切
近
。
雌
二
蝿
蝋
該
罐
皆
訂
通
暁
や
荷
使
斗
之

感
發
而
效
諺
法
乎
○
其
益
子
女
徳
や
豈
淺
鮮
哉
。

明
治
三
＋
‐
五
年
十
二
月
鏑
軒
大
須
翼
履
撰

一

義
や
男
有
一
一
男
權
つ
女
有
二
女
權
毎
不
沙
可
二
相
侵
一
也
。
士
大
夫
之
忠
二
乎
君
↓
信
《

乎
職
↓
筒
賀
之
走
二
子
理
財
や
農
民
之
務
二
稼
篭
工
人
之
製
二
諸
器
遮
画
能

勤
一
勢
子
外
一
以
制
二
其
内
毛
於
咳
是
乎
夫
婦
和
睦
。
而
子
孫
之
慶
群
集

美
。
是
之
謂
二
男
權
一
也
・
女
則
異
し
之
。
從
言
夫
之
指
導
↓
治
レ
内
以
守
二
貞
徳
毛

奥
羽
婦
人
傳
叙
一
名
窃
窕
美
禰

余
編
蕊
奥
羽
史
料
和
微
意
專
在
二
乎
闘
幽
揚
潜
む
而
間
得
二
賢
婦
淑
女

之
言
行
』
者
。
亦
不
レ
篤
レ
少
。
其
關
二
係
於
史
上
一
考
。
既
収
塁
之
吏
料
や
叉
倣
二

列
女
傳
一
更
修
菫
此
編
や
續
々
刊
行
而
欲
レ
使
弄
天
下
婦
女
一
有
翻
所
し
法
也
。

感
化
之
功
雌
し
不
し
可
レ
逮
二
列
女
傳
や
亦
足
雲
以
禰
二
於
風
化
之
萬
一
》
悪

方
今
動
日
○
男
友
同
權
何
其
謬
也
。
余
熱
推
陰
陽
之
理
》
考
剛
柔
之

I
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｜
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１
１

一

、

一

舞
雄
之
腫
式

一
女
は
れ
や
の
家
を
い
て
ｈ
夫
の
家
と
我
家
Ｅ
す
る
＠
ゑ
嫁
遼
い
ふ
字
域
女
へ
ん
に
一

一
家
喧
か
く
な
り
と
め
い
り
玄
て
ば
夫
の
父
母
を
わ
か
れ
や
進
玄
朝
夕
よ
く
っ
か
へ

一
℃
班
め
の
遁
と
っ
く
す
へ
し
そ
れ
婚
姻
は
媒
を
以
て
亙
に
む
す
ふ
へ
し
‐
螺
な
き
政

一
禽
獣
に
同
之
媒
ば
相
應
の
ゑ
ん
を
ど
り
む
す
圦
か
た
め
の
鐵
か
つ
き
蕊
あ
り
て
抓

一
日
限
を
定
め
男
の
方
よ
り
玄
る
し
を
た
ぐ
る
是
を
結
納
と
い
へ
ｊ
こ
れ
も
分
限
に

應
玄
て
五
荷
五
靭
三
荷
三
種
叉
下
さ
ま
は
手
樽
手
肴
に
て
も
濟
む
蕊
厳
ｊ
五
荷
遜
一

種
の
ど
き
は
斗
樽
五
荷
誇
五
噸
な
り
或
は
一
鯛
も
一
と
ん
ふ
℃
》
す
る
め
、
一

か
つ
を
ふ
し
、
一
の
し
も
等
衣
り
是
に
絹
布
を
３
入
る
次
ｊ
戒
と
小
釉
五
敗
．
〃
一

一
ぴ
一
筋
小
袖
は
地
ば
何
に
て
も
白
む
く
一
シ
緋
む
く
一
シ
挑
外
か
の
こ
服
ｊ
略
の
一

類
何
に
て
も
分
限
祁
應
な
り
何
腫
と
こ
、
ろ
や
す
ぎ
た
の
み
に
て
～
輔
と
一
筋
ク

ふ
る
か
本
式
遡
り
其
の
ち
日
を
ゑ
ら
い
て
鐸
入
あ
る
へ
し
惟
僻
に
は
燐
い
り
の
後

む
ｚ
い
り
す
る
蕊
ゐ
れ
と
も
為
れ
域
あ
や
堂
』
な
ら
し
か
れ
ど
も
下
々
に
て
ぱ
，
。

－
か
く
勝
手
の
よ
き
と
第
一
と
す
れ
ば
心
に
ま
か
せ
式
峻
に
。
が
、
ば
る
食
し
戎
し
て

婚
禮
之
圃
式

相
性
な
糧
ぎ
ん
み
い
ら
さ
る
率
な
り
女
の
こ
、
ろ
た
て
ど
男
の
つ

ぎ
ｆ
み
す
る
事
第
一
な
り
そ
の
、
ち
よ
め
の
道
具
と
む
こ
の
方
へ

よ
め
の
輿
を
い
る
、
な
り
ょ
め
い
り
の
俺
さ
玄
ノ
ー
次
法
式
わ
る

ヨ
ロ
ロ
亘
口
函
、
一
面
い
》
竃
勾
哲
ご
”
”
津
産
陸
】
略
且
つ
｝
い
、
炉
鵡
佳
醍
了
●
口
■
守
ら
■
ず
●
■
Ⅱ
ｖ
口
“
口

塁

１
１

ね
の
身
も
ち
を

と
く
』
て
の
ち

こ
と
凍
り
し
か

▲

一
一

一
一

一
一



「
~

一

と
ヘ
か
へ
る
里
に
て
五
日
ど
う
り
う
し
て
郷
の
か
だ
へ
か
へ
る
を
ば
な
か
．
へ
り

と
い
へ
り
毒
の
あ
い
だ
に
し
う
遭
い
ｊ
一
家
乱
ろ
め
ど
て
玄
ん
る
い
叩
友
を
Ｊ
び

て
も
て
な
す
乙
遭
な
ｊ
な
ば
く
は
し
く
は
；
の
蓮
の
人
に
た
つ
ぬ
ぺ
し

そ
れ
つ
ま
を
め
連
る
事
は
綱
を
も
Ｅ
め
て
子
孫
は
ん
崖
や
う
態
さ
ん
だ
災
永
０
歩
〈

か
れ
ば
女
中
は
つ
れ
に
身
の
養
生
せ
ん
一
な
り
さ
て
經
水
灌
童
り
く
わ
蝿
た
い
に
一

き
は
戎
ら
は
諸
事
身
と
つ
、
し
み
悪
欺
し
よ
く
と
せ
ず
あ
Ｌ
倉
蕊
を
兇
き
、
世
’
’
一

ま
し
て
み
つ
が
ら
な
し
べ
か
ら
す
五
ヶ
月
に
な
り
て
鞘
と
す
る
な
§
こ
れ
を
い
わ

方
を
圦
遁
い
へ
り
さ
て
月
み
ち
て
卒
産
あ
あ
ば
た
遭
い
迩
潜
な
６
ど
も
婚
抑
批
埜

も
ち
も
へ
し
ま
た
人
丞
を
用
愈
し
た
く
ぺ
し
さ
ん
後
は
さ
ん
せ
ん
よ
り
も
猶
訓
邪

な
ｊ
家
内
も
の
し
っ
が
に
し
て
礎
ど
き
す
る
人
渉
或
，
離
間
に
鰯
す
へ
｜
の
ら
ず
さ

ん
姉
に
た
い
く
つ
な
き
や
う
に
遭
乙
、
ろ
を
つ
げ
へ
し
産
後
に
，
９
ｚ
し
に
て
§
く

せ
つ
け
ば
一
生
の
や
或
圦
と
な
る
も
の
な
り
よ
く
ｊ
～
易
、
》
ん
得
へ
し
さ
て
川
“

の
芋
砥
一
日
一
淀
と
す
き
て
乳
を
っ
く
へ
し
滝
肌
或
て
ば
廿
廸
湯
を
し
け
く
り
つ

ゅ
へ
玄
一
甘
草
、
賛
連
、
辰
砂
、
此
三
味
を
ふ
り
出
し
き
い
に
い
た
し
て
の
鷺
す
“

し
乳
を
つ
け
て
の
ち
は
た
や
す
ぐ
の
ま
い
も
の
恋
，
乳
呑
醒
謬
倉
に
此
く
ず
ｊ
を

懐
妊
産
後
之
事

夢 3

１
１
１

叩
汐
画
虐
ざ
シ
孝
乏
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み
の
る
α
節
句
後
は
合
赤
の
遡
り
何
色
に
て
も
く
る
遠
か
ら
す
但
し
白
の
額

は
不
用

四
月
朔
日
よ
り
提
け
帯

地
白
鵜
子
一
地
赤
り
ん
ず
一
地
黒
り
ん
ず

右
之
外
ち
り
め
ん
澗
二
亜
之
類
に
て
も
よ
し

五
月
五
日
よ
り
一
重
‐

地
赤
給
子
一
地
赤
縮
鋼
一
地
白
給
子
一
地
鼎
紬
子

右
之
外
も
即
よ
ふ
物
の
類
一
重
但
し
時
宜
次
節
呼
帷
子
類
麓
す
る
事
く
る
し
か
ら
す
一

節
句
よ
り
茶
屋
壮
子
絹
倉
胸
ち
、
み
染
な
ど
く
る
し
か
ら
ず

六
月
朔
日
よ
り
帷
子

節
句
よ
り
茶
屋
壮
子
絹
倉
飽
ち
、
み
染
な
ど
く
る
し

六
月
朔
日
よ
り
帷
子

地
白
辻
子
一
地
黒
壮
・
子

右
之
外
茶
屋
壮
子
絹
越
后
縮
み
染
の
類
何
に
て
も
く

七
月
七
夕
十
五
間

、

鏡
IF

ｰ

〃

や

必
！
”
唾
膿
口
壷
訂
哩
ア
》
畦

4

■
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鍵
前
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急

ｊ
Ｉ

、
Ｙ
Ｉ
ｑ
句
ｄ
１
ｑ
４
Ｔ
１
弓
司
■
凸
■
Ｏ
ｌ
ｇ
Ｊ
４
６
■
ｒ
』
■
０
〃
．
１
０
″
句
８
７
寸
釧
１
△
『
〆

１
１
０
１
１
『
守
司
鯵
一

奥
羽
翻
窕
蕊
認
副
矧
洲

６
Ⅱ
ｑ
日
日
日
日
日
日
■
０
■
で
１
５
９
垂
ｇ
■
■
口
。
。
■
品
且
■
■
■
Ｂ
Ｐ
Ｏ
＆
■
■
■
Ⅱ
日
日
凸
■
０
，
０
■
■
。
〃
■
Ⅱ
■
■
■
・
△
ロ
ロ
ロ
ケ

ー
１
１
Ｉ

童是いゅ中黒白蝿
女ばふすの厨3聞
中勝心賦興をば沈
川ゆ也側黒オていど
斗け しをくだし
戯を 入し厳し
く ば るん‘薄

ウ とと 《

Ｉ
ｊ
１
１
１

四
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一

髭
毛
を
此
汰
如
く
黒
糸
に
て
脳
“
付
く
る
邪
愛
結
女
廃
汰
博
私

『
さ
け
髪
も
つ
合
同
樵
之
率
な
り
す
へ
ら
か
し
の
路
と
の
心
な
り
是
導
佛
脆
哺
ｋ

房
之
古
賞
秘
公
家
衆
の
縄
域
尤
外
に
駒
，
背
ば
か
つ
き
常
昨
も
剛
飢
輩
樫
今
も
り

家
の
顔
に
し
た
か
ｕ
西
京
に
て
ぱ
侍
一
の
つ
き
を
剛
③
徳
川
時
代
腱
戒
て
炭
Ｌ
の
此

よ
り
閥
東
ほ
か
つ
き
ち
ゃ
う
と
也
古
責
故
競
言
の
嫁
斗
用
ゆ
る
心
に
は
成
阻

如
此
黒
当
切
袷
に
仕
立
車
え
び
た
め

紙
を
入
栫
ゆ
る
秘

奥
羽
郵
窕
美

１
１

１
１と

も
申
な
り

る鯨

導入
他の

て御
人姫

とは

も螺

元’′
16, 4#

水
引
に
て
．
結
叺
し
灘
〈 ’

_ --差一一 「 - z= 一一
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－－ －一
一
一
一

一
類
に
へ
に
を
さ
し
て
秘
の
花
ふ
鳶
を
お
も
圦
や
，
し
ろ
き
内
に
あ
が
き
〃
の
る

か
無
自
か
ど
見
る
程
成
る
へ
し
っ
没
へ
に
も
お
な
し
事
秘
口
へ
肱
賦
す
ゞ
ｆ
〆
Ｊ
ｆ

ほ
そ
き
が
よ
し
叉
へ
に
直
云
も
の
め
か
ら
か
に
付
て
哩
紫
式
御
か
近
江
減
競
ル
沙

邑
可
興
閲
砺
篭
建
礎
剛
刺
剛
闘
利
訓
目
“
可
１
１
ミ
ー
‐
１
１
１
１

零
食
事
也
常
の
覗
義
に
蝶
政
不
付
也

ほ
と
を
結
は
せ
給
ふ
へ
し
彼
紅
粉
肇
黛
は
女
の
面
を
色
ど
る
具
也
先
お
し
ろ
い
‐

し
給
は
ん
に
は
あ
ら
“
Ｚ
に
て
能
く
あ
ら
〃
し
と
ら
く
い
ふ
く
と
か
つ
き
〃
Ｌ

籾
杉
原
紙
を
よ
く
よ
・
く
も
み
て
ぬ
く
蛾
其
後
幾
度
も
ぬ
る
へ
し
側
毎
＆
＃
飢
肪
地

肌
う
つ
く
し
‐
く
成
侍
り
背
の
或
賦
ｊ
耳
の
ふ
ち
な
Ｅ
に
心
を
付
く
へ
し
航
粉
の
”

す
の
連
』
＆
る
は
α
馨
迭
の
壁
の
こ
腫
れ
た
る
や
う
に
て
ど
式
郁
か
う
し
↓
し
γ

海
も
α
給
ふ
ぺ
し

一
蝶
を
下
ヶ
髪
へ
付
る
は
す
べ
ら
か
玄
吹
て
も
付
る
躯
あ
り
尤
御
嫁
入
之
御
姫
斗

但
し
待
女
房
も
蝶
付
る
外
之
有
合
女
中
に
政
蝶
つ
け
る
に
れ
ょ
ば
。
ず
漣
３

一
雨
婚
禮
等
に
も
が
き
ら
走
恵
遠
立
魍
蕊
に
ぱ
い
＠
も
ヶ
機
之
競
也
よ
く
ノ
ー
心
得

一
け
し
や
う
は
女
の
面
の
み
を
い
易
と
る
事
に
あ
ら
逆
衣
服
以
下
船
つ
く
ろ
ふ
と

ｄ
月
再
‐

遊
言
ふ
参
６
女
の
髪
の
め
て
よ
か
ら
ん
入
；
よ
け
れ
何
瞭
遥
い
う
か
し
き
折
も
堰

あ
け
ば
せ
総
邸
謹
し
髪
塔
．
、
か
せ
給
弘
て
ぬ
れ
髪
な
れ
は
ば
て
其
僅
に
て
み
た
れ

た
る
は
恥
蝿
ろ
恥
琶
物
に
て
お
は
じ
ま
し
き
籾
は
清
少
靹
言
も
女
の
髪
さ
は
き
か

▲

ろ
蕊
多
の
礎
の
月
を
塔
曹
戎
し
き
物
に
繕
い
を
き
侍
淫
ぬ
か
み
耽
ら
ざ
る
内
と
小

但
蝶
は
男
結
次
政
女
結
次
礒
男
結
此
の

御
所
御
假
粧
沈
大
略

Ｇｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

円
間
心
ｎ
Ｈ
ｒ
ｈ
岡
員
１
日
円
１
ｈ
日
出
Ⅱ
Ⅱ
■
且
■
■
■
Ⅲ
，
Ｈ
ｎ
Ｗ
■
り
ゞ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ｈ
Ｎ
Ｈ
Ⅱ
耶
刈
■
■
■
■
叩
Ｊ
■
日
刊
剛
】
■
国
が
Ｎ
５
口

一
Ｆ
憎
い
一
国
．
恩
．
‐
，
侭
‐
‐
Ｉ
い

ぷ

１

１
ｌ

如
く
三
所
な
り
五
所
荻
４
納
メ
よ
し

{
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一

じ
り
し
ば
咳
鵡
斗
か
め
か
か
り
じ
ぱ
や

一
眉
感
細
眉
柳
眉
ば
て
様
々
血
目
の
か
っ
こ
う
に
帯
て
細
ｇ
は
こ
く
引
き
太
当
は

一
鞠
き
か
‐
よ
玄
遼
山
に
霞
の
か
、
，
た
る
様
吹
も
う
に
砿
の
ｊ
Ｉ
ｌ
と
引
く
へ
き
秘
へ

一
一
き
わ
墨
は
い
か
に
も
ば
の
か
に
雲
井
沈
隔
の
か
す
み
を
わ
た
ぐ
る
が
如
く
商
胞

一
川
棚
伽
帥
加
仙
一
脈
脳
州
榊
馴
榊
鯏
仙
い
帥
拙
梛
州
い
つ
へ
し
小
か
と
に
大
ふ
た
臥
一

一
一
Ⅷ
鯏
納
川
畑
Ⅷ
帥
州
伽
涯
蝸
州
洲
州
Ⅷ
州
鯏
鯏
鯏
制
Ⅷ
僻
州
猟
肌
州
坪
洲
州
帆
一

を
い
や
し
て
毒
恋
飢
は
歯
を
染
て
綾
能
々
す
、
き
鈴
ふ
へ
し

一一－一一
一－

一

凡
例

一
此
書
烈
婦
貞
女
等
ノ
目
チ
設
ケ
ス
叉
年
代
前
後
チ
問
ハ
メ
随
ヲ
得
随
テ
鍬

ス
ー
名
題
シ
テ
窃
窕
美
諏
卜
云
ブ
編
集
ノ
微
意
自
ヲ
其
中
二
存
ス
ル
電
ノ

ブ
リ

一
編
中
詳
略
ア
ル
モ
ノ
ハ
得
ル
所
ノ
行
状
小
傅
皆
各
人
ノ
手
ニ
ナ
ル
是
レ
文

体
ノ
ー
ナ
ヲ
サ
ル
所
以
ナ
リ
惟
實
チ
雛
，
疑
チ
解
ク
ノ
ミ
共
大
成
ノ
如
キ

ハ
識
者
ノ
窟
補
チ
待
ツ

ー
編
者
ノ
初
志
汎
ク
全
國
女
流
ノ
偉
行
美
事
テ
編
次
シ
以
ヲ
巾
掴
ノ
狩
・
了

爲
サ
ン
ト
欲
ス
然
し
雁
力
割
遊
二
及
フ
能
ハ
ス
今
奥
羽
姉
人
ノ
、
割
即
〃

通
ヨ
リ
遼
二
及
ホ
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ

ー
此
書
毎
巻
古
典
密
式
ノ
存
ス
ヘ
キ
モ
ノ
言
享
採
錐
シ
Ｈ
４
叩
衣
服
刑

例
チ
載
ス
是
亦
女
流
ノ
淑
徳
拠
行
チ
輸
認
セ
ン
ト
樅
ス
ル
ナ
リ

ー
朱
文
公
夙
ト
ー
姉
女
救
繩
一
二
恵
ア
リ
予
果
サ
入
刈
ｆ
和
典
フ
蚤
，
叩

其
目
チ
蕊
ク
ル
モ
ノ
八
條
ア
リ
復
所
紳
林
先
唯
本
抑
姉
灰
ノ
壷
約
７
猫
Ｉ

】
屍
Ｍ
戸
‐
］
届
嵐
回
■
屍
嘩
■
■
口
凹
■
酉
■
【
Ｅ
戸
回
■
”
■
■
可
‐
ｌ
●
屈
旧
、
■
出
”
１
画
■
皿
■
■
■
戸
囚
■
一
四
■
Ｆ
ｌ
Ｌ
■
■
■
■
‐
』
■
■
二
扉
口
内
山
■
ｍ
旧
旧
ロ
津
１
１
』
ｊ
‐
』
■
』
■
｜
Ｒ
ｕ
面
，

“
“
ロ
、
口
中
■
■
１
・
■
Ｔ
ｌ
凸
■
■
■

鱒

墹
劃
倒
割
細
叡

甘
‐
！
‐
‐
‐
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
印
刷
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
剛
肌
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－－可

シヤノモ

テ式深ノ

言蕊糞蓄 I

帥抑紺挿
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リ
鱸
ミ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ャ

夫
一
郷
一
二
億
人
ア
レ
ハ
郷
俗
其
風
二
化
シ
人
オ
ノ
誰
出
ス
ル
ハ
街
今
岡
フ

ス
ル
所
ナ
リ
各
地
方
諸
彦
翼
ク
ハ
幸
二
筆
墨
ノ
勢
チ
害
マ
ス
シ
テ
典
助
料

チ
投
寄
セ
ヲ
レ
以
テ
地
方
潜
幽
婦
徳
チ
發
揚
シ
婦
遁
チ
振
起
シ
壯
教
ノ
跳

一
チ
稗
補
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
微
意
チ
翼
賛
ア
ラ
ン
画
寄
迭
稿
ハ
和
瀧
文
躰
ノ

異
同
チ
間
ハ
ス
其
文
辞
ノ
巧
拙
ノ
如
キ
固
司
リ
論
勇
ル
所
二
非
ス
似
取
捨

〈
編
者
ノ
意
見
三
任
セ
ヲ
レ
ン
丁
チ
認
ブ
本
編
丞
壹
一
投
寄
ノ
勢
ヲ
辱

フ
バ
ル
ハ
概
予
地
方
諸
老
先
生
及
諸
新
聞
記
者
諸
鴛
是
ナ
リ
今
量
猛
チ
蔑

二
列
記
シ
聯
力
謝
意
テ
表
ス
爾
后
毛
亦
夕
之
二
準
浜
宮
城
縣
我
義
淑
河
田

瀬
織
君
達
薩
速
雄
君
中
澤
敬
哉
君
木
村
敏
君
鈴
木
省
三
君
、
西
山
萬
次

其
自
二
擦
り
協
稽
姫
鑑
一
巻
チ
撰
述
セ
ラ
ル
世
末
タ
有
ヲ
サ
ル
研
ナ
リ
其

詞
通
暢
其
文
簡
易
且
毎
條
古
歌
ノ
引
證
ア
リ
尤
毛
婦
女
ノ
感
化
二
篭
ｘ
今

．
皇
一
之
チ
妙
録
シ
テ
審
頭
二
附
ス

ー
此
編
先
シ
第
一
集
二
巻
チ
公
一
三
第
皇
集
二
繕
第
三
集
二
巻
ハ
弗
春
チ
期

シ
相
績
テ
刊
行
セ
ン
ト
ス
然
リ
ト
雌
彪
奥
羽
原
域
ノ
隣
キ
年
代
ノ
久
シ
キ

古
今
淑
女
名
姫
ノ
多
キ
豈
二
之
レ
ヲ
偲
々
數
冊
千
二
綱
継
シ
得
ヘ
ヶ
ン
ャ

遥
珠
ノ
多
キ
論
ヲ
待
タ
サ
ル
ナ
リ
編
者
ハ
更
二
梁
捜
一
二
膳
ノ
勉
勵
チ
加

フ
ヘ
キ
ナ
Ⅵ
ソ

畢

附
言

一
我
朝
古
來
女
流
衣
冠
ノ
官
制
ア
リ
以
テ
貴
賎
上
下
チ
分
チ
テ
都
鄙
塒
様
自

ヲ
古
今
ノ
差
ア
リ
ト
雌
雁
明
治
以
降
ノ
如
キ
鍵
史
ノ
徴
シ
キ
者
ハ
未
タ
嘗

予
有
ヲ
沙
ル
所
ナ
リ
誌
シ
我
朝
女
流
ノ
服
装
ダ
ル
天
性
柵
柔
和
俊
ナ
ル
氣

象
二
就
キ
深
ク
意
チ
身
躰
ノ
便
否
衞
生
ノ
得
失
二
注
キ
而
〆
後
裁
制
セ
シ

繊
搾
講
州
鶏
釧
鰄
鶏
側
樺
織
鍔
輔
獺
Ⅷ
州
一

ャ
式
禮
服
タ
ル
モ
ノ
チ
ャ
彼
ノ
箪
二
勢
力
服
制
二
係
ル
モ
ノ
ト
Ｈ
チ
岡
ワ

シ
テ
語
ル
ヘ
ヶ
ン
ャ
凡
我
國
ノ
事
物
ニ
ハ
悉
ク
最
良
ノ
具
存
ス
ル
モ
ノ
ブ
ー
ー

１
１

'

I

ｑ

■

毎

－

画一一
一－－－－
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可
い
ゃ
う
ご
く
ふ
じ
ん

陽
徳
夫
人

鵬
州
識
ハ
脚
卿
壁
蕊
鱗
封
叶
椛
却
騨
赫
弁
職
眺
ノ
郵
拶
，
議
し
蝿
川
棚
ぃ

ｊ
壁
く
ぜ
く
て
ん
し
よ
う
け
ん
能
い
ｕ
ん
賭
量
過
む
ね
う
か
Ｅ
９

閑
雅
ニ
シ
テ
淑
憾
ア
リ
天
正
七
年
仙
鵠
藩
組
政
野
公
二
嫁
ス
時
ム
ー
山
ア
ー

は
し
あ
９
よ
＄
３
４
の

竹
つ

ｎ
Ｆ
■
〃
Ｐ
Ｌ
分
り

ナ
リ
初
滑
顯
其
女
チ
藩
組
二
嫁
セ
ン
ト
欲
ス
藩
祀
ノ
ザ
・
〃
蝋
公
ノ
Ｌ
〃
↑

し
よ
し
ｖ

ｂ
軍
、
土
ひ
尻
り
ん
訂
ク

チ
諸
臣
二
問
う
侍
日
ク
田
村
氏
隣
境
卜
協
ノ
ス
今
超
卜
曲
唾
〃
ク
〃

む
Ｆ

チ
隣
境
二
結
ハ
ン
ト
輝
兎
公
日
ク
拓
測
腓
聡
卜
協
ハ
ナ
ル
〃
！
〃
し
‐
ｌ

せ
う

屋
１
あ
灸
７

ｈ
勺
い
は

生
ス
ル
ナ
リ
清
噸
濁
り
其
刷
二
立
十
勿
夕
省
テ
↓
敗
ヒ
ズ
Ⅲ
↑
ス
ー
＃

§

ム

ル
ヘ
キ
ナ
ー
″
宜
シ
ク
ｒ
可
兒
ノ
如
狗
卜
．
爵
ス
ヘ
シ
ー
雪
部
ダ
メ
人
‐
／

の
守
公
４
０
》
画
彦
恥
一

コ
ざ
に

チ
迎
フ
伊
擦
成
弧
等
與
使
ト
鰯
〃
‐
ｕ
土
腓
１
Ｊ
“
卜
聞
ず
わ
，
〃
ァ

奥
調
婦
人
傳
巻
之
一
一
名
鋤
擁
築
榔

細
入
ｊ

】
仙
憂
佐
澤
魔
胖

編
述

I

一

－－－ 一一』一■■■－ 二 -一一一一

－ － －＝－－1一一
一_ 垂一一一. - -- p G-L -- 一一L P 一一 .＝_~ 一号二一一一



●－

、

一一一一

“

一
ｍ
面
廻
叩
》

,II

－－L －－ ‐-－－－ －．－－－－．.． －一一 一一・・－一一一望_ ‐ ‐一■一一..。 一ー...、 －－ーー一一



－一一 一一

「

郡
け
域
は
だ

し
器
４
死
＄
し

＄
ま

歯
脱
シ
ゲ
果
サ
メ
該
二
食
チ
絶
款
死
ズ
漉
夫
左
馬
之
肋
求
昨
葡
チ
川
組
晏
仕

ぢ
う
抄
と
う

へ
忠
勇
無
双
卜
辮
ス
茂
庭
氏
ノ
鳳
鵬
職
緋
ナ
ル
マ
タ
其
夫
二
肌
ヂ
サ
ル
蛸
ブ

ふ
し
よ
う

リ
ト
曇
フ
ヘ
シ
鵬
醐
呼
コ
ノ
浬
肺
人
二
シ
テ
コ
ノ
不
肯
ノ
子
チ
生
ム
ハ
偶
然
ノ

ザ
い

ゐ
《
Ｐ
正
げ

不
幸
ノ
ミ
烈
婦
よ
生
一
審
ナ
ヵ
ヲ
ン
ヵ
然
竺
一
世
二
甲
斐
ノ
陰
謀
チ
提
撫
シ

僻
一
色

ひ

テ
臼
フ
モ
ノ
ァ
リ
締
隆
趨
氏
ニ
ク
河
箱
卜
唱
フ
ル
秘
識
ア
リ
其
義
畢
タ
ル
ー
テ

６
秒
か

明
記
ス
ト
果
シ
テ
其
事
忠
孝
ナ
ヲ
ハ
茂
庭
氏
ニ
シ
｜
ァ
關
ラ
サ
ル
チ
得
ン
ャ
調

つ
う
こ
ん

シ
己
二
開
ル
ァ
ヲ
ハ
痛
恨
豈
篝
此
ノ
コ
ト
キ
ニ
及
プ
ヘ
ヶ
ン
ャ
世
ノ
附
術
亦

夕
笹
ク
シ
ヵ
ヲ
ズ
ャ
瞳

土
た
む
な
か
の
う
８

阿
竹
中
野
氏

阿
嚇
い
督
鯵
ノ
湫
臣
中
野
平
内
ヵ
長
女
ニ
シ
テ
戦
瀞
（
“
り
ん
剛
力
ア
リ
竹
７
別

い
上
・
砂
・
Ｉ
ｐ
４

ｒ
ｒ
ｌ
つ
ど

戸
芝
邸
二
在
り
赤
岡
大
助
二
従
ァ
蕊
刀
ノ
術
ソ
隼
ソ
剛
ザ
起
竺
抑
‐
伽

い
，
ｒ
む
し
ろ
必

二
踊
り
片
原
街
二
寓
ス
官
軍
ノ
石
莚
ロ
チ
敗
ル
ャ
ワ
ヵ
班
刑
ｊ
▽
凡
到
ノ

な
ん

時
ニ
ァ
触
州
士
家
ノ
老
幼
蹄
女
ハ
難
チ
村
々
二
、
琴
Ⅸ
瓜
〈
／
《
川
丸
１
恥
ブ
参

か
。
に
ワ

メ
ク
リ
貸
財
チ
私
シ
難
犬
チ
殺
シ
ァ
ル
ビ
釜
ｙ
肌
ァ
加
重
玉
昨
脚
伽
〃

Ｉ

』
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、

が

ｰ

て
３

６
》
５
つ

し
く
な

し
Ｆ

敵
ノ
ア
ル
所
チ
ウ
シ
ナ
鰺
閣
殺
セ
ヲ
ル
、
者
亦
夕
妙
カ
ヲ
ズ
竹
〃
挺
身
卿
刀

チ
樅
瞳
鯲
榔
墨
熱
験
ク
敵
兵
チ
タ
チ
シ
身
毛
亦
劣
錨
群
欝
メ
ニ
嫌
ル

紅
竃
を

阿
直

さ
ぅ
か
た

竃
、
倉

：

肺
藤
ハ
厳
畷
Ⅳ
ノ
ブ
モ
ト
象
潟
ノ
ム
マ
レ
佐
々
木
ソ
レ
ヵ
シ
ノ
女
呼
珂
蹄
ヱ

意
ｂ
や
う
誹
詑
Ｌ
や
く
こ
し

ス
ク
レ
デ
度
量
ア
リ
身
ノ
長
ヶ
六
尺
腰
ノ
メ
ク
リ
三
尺
人
ヨ
ン
テ
億
婦
人
卜

な

い
ふ
む
ん
れ
つ
北
つ
ぎ

ナ
シ
名
チ
ョ
ハ
ス
ド
云
う
婦
人
営
テ
夫
ニ
ヵ
ハ
リ
テ
ハ
ヵ
リ
コ
ト
チ
球
ク
ラ

い
へ
母
よ
戦
ぞ
Ｚ
か

じ
た
う
ゑ
を
よ

シ
家
亘
萬
ノ
富
チ
イ
タ
ス
人
ミ
ナ
丈
夫
ノ
及
ハ
サ
ル
ト
コ
同
ナ
リ
ト
バ
ァ
ル

職
押
離
僥
ト
笠
肝
ア
ヲ
ソ
イ
チ
ナ
ス
侯
イ
キ
ヂ
ヘ
ヲ
以
テ
コ
レ
チ
聯
迄
，
婦

考
し

人
ク
ッ
セ
ス
侯
ノ
側
栽
卜
卿
群
ア
ヘ
ノ
ソ
ム
ス
テ
室
年
這
サ
シ
フ
シ
テ
ッ
ィ

ふ

一
三
ク
之
レ
ニ
伏
ク
ズ
ル
ナ
シ
コ
、
ニ
オ
ヘ
テ
婦
人
ノ
名
ィ
雪
ノ
く
Ｉ
嬢
班
二

倣
う
ア
シ
上
の
う
し
や
う

ア
ラ
ハ
ル
ソ
レ
封
建
ノ
世
ハ
農
家
卜
商
戸
ノ
藩
侯
士
人
チ
ォ
ソ
ル
、
コ
ト
ジ

蓮
ら
争
吐
小
み

よ
し
あ
し

ツ
ー
虎
ャ
狼
ヨ
リ
モ
ハ
ナ
ハ
女
シ
ィ
ッ
ク
ン
ソ
之
レ
ド
是
琲
曲
直
チ
ァ
ヲ
ソ

ち
か

い
竃

フ
モ
ア
ヲ
ン
ャ
イ
ハ
ン
ャ
ー
婦
人
ノ
カ
ヲ
チ
以
テ
コ
篁
一
抗
ス
ル
チ
ャ
偉
度

い
Ｌ
よ
ソ

天
地
チ
ヅ
、
ふ
者
卜
謂
ツ
ヘ
キ
ナ
リ
蹄
へ
画
ふ
嘩
鰯
擁
ノ
モ
ト
億
人
テ
生

て
岬
ち

も
の
い

麺
》
１
劉
認
蝿
料
側
程
蟄
‐
可
１
１
１
四
一
§
鼻
骨
』

寳
雪
ｌ
科
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１
１

ク
ル
チ
以
テ
オ
ノ
ソ
ノ
録
ノ
Ｙ
ゞ
卜
侭
賀
ゾ
ノ
、
今
佃
，
町
必
ヴ
ヵ
毎
１

め
．
よ
▲
ｒ
も
伽

タ
珊
葱
豹
ノ
ャ
ト
ゼ
脾
ト
ナ
ル
文
政
三
年
ソ
レ
ノ
叩
父
ノ
ャ
ヂ
腫
冊
｜
ｊ
く
、

‐
９
Ｐ

ア
ッ
シ
竹
女
マ
イ
ァ
サ
人
二
サ
キ
タ
チ
ブ
ヲ
キ
身
ぞ
猟
戒
ァ
卯
ニ
ィ
ノ
リ
ｒ

紗
い

Ｇ
１
■

ゾ

チ
以
一
プ
父
ノ
命
ニ
ヵ
ハ
ヲ
ン
ト
コ
瞳
子
カ
ブ
ｕ
ル
ハ
に
家
一
ア
リ
ｒ
ト
ヲ

か
姥
屋
４

コ
タ
ヲ
ス
ョ
ル
ハ
家
ニ
ヵ
ヘ
リ
テ
父
ノ
ャ
マ
ｂ
チ
宥
満
シ
ソ
ノ
妙
哲
チ
タ
伽

龍

ウ
ト
セ
ス
ヅ
子
人
ノ
ョ
ク
埴
へ
サ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
竹
か
『
心
チ
ソ
ノ
ダ
ッ
ク

つ
小

力

＆
・

シ
イ
マ
タ
ヵ
ッ
テ
疲
施
ル
塾
ト
ィ
フ
可
ヲ
シ
ソ
認
之
レ
『
，
心
地
ノ
ィ
タ

為
〆
吟
挿
￥
ル
■
の

ト
コ
向
ト
ナ
ス
タ
マ
ノ
く
１
中
牝
ニ
ァ
タ
ル
竹
喰
巳
カ
タ
ク
ハ
フ
ル
ー
胸
ノ

い
ろ
へ

く
△
す
ｂ

衣
類
チ
ゥ
リ
テ
以
ヲ
藥
ノ
シ
ロ
ニ
ァ
テ
ホ
ヵ
盤
菖
ウ
チ
ヵ
キ
ァ
フ
ン
力
〃
／

ひ
つ

ゑ
雅
舟
９

ソ
ノ
身
ソ
ノ
薪
ク
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ハ
タ
ニ
弊
衣
ノ
刃
１
画
ト
チ
ノ
ノ
竹

畝
位

女
ノ
ソ
レ
カ
ク
ノ
コ
ト
キ
サ
マ
チ
ァ
ハ
レ
竹
女
二
洲
フ
Ⅷ
ク
下
‐
ノ
・
卜

』
４
組
Ｅ

士
ｔ
な
〃

よ

善
行
ト
チ
｜
、
ル
ニ
ス
ナ
ハ
ナ
ョ
ニ
ス
ク
レ
タ
ル
冊
女
ト
ィ
ヅ
ハ
ふ
り
し

凸
艮
へ

み
△
ｊ
、

カ
ル
ニ
子
ハ
ヵ
ホ
チ
ョ
コ
シ
テ
ァ
ヲ
《
ス
ソ
ノ
‘
戸
・
札
々
卜
ご
タ
デ
１
９
凸
■
屈

一
、
〃

ケ
シ
ラ
ス
オ
ソ
ラ
ク
ハ
人
以
テ
息
伽
ｕ
ノ
ー
う
り
蔀
‐
袖
刀
カ
ー
ヨ

ノ

竹
女

た
け
者
よ

抄
竃

伽
舞
ハ
聯
〃
ノ
跡
脳
髄
州
臓
雌
梛
ノ
雄
聯
蛎
杵
ノ
女
呼
馴
州
ト
ヶ
ナ
ク
シ
テ
生

レ
ッ
キ
孝
カ
ウ
ノ
勝
ブ
リ
梁
毛
ト
ョ
リ
マ
ッ
シ
ク
Ｒ
硫
搬
〃
ナ
シ
テ
ス
キ
ワ

イ
ト
ナ
セ
リ
竹
女
年
士
一
画
父
母
ト
モ
ニ
病
ニ
カ
、
‘
糊
口
力
女
や
聯
ナ
ク

ふ
ぽ

や
よ
い

墹
賛
藷
Ⅷ
藁
霊
噸
蟻
融
一

し
む
ろ
へ

膠
永

島
ど
ち

つ
ま

こ

カ
シ
ム
シ
カ
シ
テ
竹
女
チ
以
テ
ム
ヲ
ウ
ナ
豆
腐
商
ノ
ャ
ド
ヒ
卿
ト
テ
メ
竹
女
一

つ
江
め

び
ら
よ
る

奮
う
９
ん

業
テ
マ
モ
リ
テ
書
夜
オ
コ
タ
ヲ
ス
ソ
ノ
給
金
デ
ェ
テ
ハ
父
卜
母
卜
墓
オ
ク
リ

暇
マ
曰
ニ
ハ
ス
チ
ハ
ナ
主
人
二
子
カ
ブ
テ
母
父
ノ
モ
ド
ニ
鞠
キ
以
テ
之
レ
チ

い
ざ
ひ

し
ゆ
じ
ん

よ

ぜ
雁

も
の

融
解
ム
人
ミ
チ
竹
女
ノ
ョ
キ
コ
動
ロ
サ
シ
テ
嘉
ミ
シ
之
と
一
銭
ア
ル
ヒ
ハ
物

ヂ
ブ
父
フ
レ
ハ
ス
ナ
ハ
ナ
ヂ
ミ
タ
チ
ナ
カ
シ
ヲ
之
レ
チ
ウ
ヶ
ミ
ッ
カ
ラ
ス
。

６
ぢ

シ
モ
消
費
ヒ
ス
シ
デ
ヵ
ナ
ヲ
ズ
之
レ
チ
贈
ク
リ
父
卜
母
ト
ノ
ョ
画
。
瞳
テ
ゥ

窪
乙
運

８
を
江
監

定
い
し
ん
曾
湧
ろ
み
番
ツ

ス
ー
信
テ
ル
カ
ナ
婦
人
ハ
ソ
ノ
溌
面
ハ
白
玉
ノ
コ
ド
ク
シ
ヵ
シ
予
貞
心
恭
貌

区
し

オ
ノ
ッ
ヵ
ヲ
度
ア
リ
安
政
年
中
没
ス
享
年
六
十
ヨ
ナ
リ
ト

’

｜

’
dp

= -－

『
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、
カ
ナ
ン
人
ミ
ナ
以
テ
コ
レ
マ
タ
竹
女
ノ
挙
心
犬
感
ノ
イ
タ
ス
ト
四
画
１
，

’
ん
こ
う

ス
藩
侯
ツ
ト
ニ
竹
女
ノ
コ
ト
チ
キ
、
訂
政
（
４
ノ
も
ｒ
川
竹
久
ァ
召
し
ｒ
シ

竜
迎
ん

〃
ひ

℃
０
且
『
酉

カ
ヲ
金
チ
タ
マ
ヒ
以
テ
之
レ
ヲ
褒
札
ス
救
恨
父
〈
・
十
Ⅷ
‐
鹿
？
ｊ
〃

ト
ナ
ル
氏
人
ニ
ヵ
タ
リ
テ
ィ
フ
竹
女
イ
ィ
Ⅱ
恥
‐
ア
ー
丈
ノ
ア
画

子
』
冗
句

６
の

叉
時
．
ｒ
シ
テ
ハ
物
・
フ
モ
タ
ヲ
融
司
ナ
と
レ
テ
、
ク
此
伽

キ
毛
ノ
チ
鬼
サ
ル
ナ
Ⅶ
″
卜
．

フ
Ｌ
ん

香
匙
せ
ん
へ
い
ノ
‐
、

む
か
し
み
ち
枕
れ
く
の
Ｉ
屯
、
｜
ソ
ソ
っ
〕
，
〃
ｊ
い
り
け
〃
‐

獄
、
』
い
ノ
っ
、
虎
ｔ
“
‐
〃

卯
ｊ
ｊ
１
，
１
’

し
緋
＆
い
の
り
．
額
・
し
Ｚ

７
く
４
‐
１
４
ｊ
叩
１

日
’
８
１
１
１
１
１
丁
字

マ
カ
リ
ヌ
竹
女
‐
ノ
動
ト
プ
ル
ヰ
肌
チ
心
方
Ｆ
１

か
”
１
６
ｂ

カ
ヲ
孵
鐸
ニ
ュ
ャ
テ
製
チ
趣
ト
メ
ァ
ッ
膠
チ
ス
、
《

キ
ョ
メ
シ
テ
カ
｜
《
ホ
ト
ケ
ー
ル
ノ
ア
ン
側
ヲ
イ
ノ
レ
ー

、

ウ

／
、
‐
ト
リ
↑
《
チ
ロ
シ
Ｆ
毛
雌
趣
ヌ
コ
ャ
カ
ー
シ
シ

逗

ア

〃

】

『

F」
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lの患に

1 i郷､ ま

|鱗そ
の月ん
人かご
ユさて
なれな
んナこれ

’ あるむ
‘り友つ

| 篁；§
かも垂
く心、
てふに
職か晨
舜§くだ

’ 3、等ゆ
I も譜駕ふ

ら

一一

ふ
り
釦
邨
Ｊ
ｐ
Ｌ
’
″
／
乃
忍
喝
Ｌ
曙
１
．
．
回
殉
〆
ｄ
可
『
１
１
Ｖ
電
争
が
ｊ
″
Ｖ
認
夙
一
，
ｕ
ハ
メ
価
十
Ａ
１
１
４
割
〃
必
９
１
６
１
０
．
ｆ
Ｖ
旬
Ｉ
Ｊ
″

け
れ
よ
産
う
み
山
は
う
た
つ
ど
も
北
も
ふ
こ
、
ろ
は
巻
は
ら
し
ル
ナ
§

力

に

も

な
ら
ん
こ
さ
患
う
心
や
そ
け
れ
如
何
に
せ
ん
小
か
３
せ
ま
ｉ
・
‐
１
Ｊ
冬
Ｊ

は
し
っ
、
い
ご
わ
か
れ
か
て
な
り
恩
ひ
あ
ま
り
て
州
刑
沈
圃
人
い
〃
け
わ
‐

身
か

こ

う
君
も
か
な
惠
さ
北
幟
走
を
ひ
ご
り
子
も
た
せ
た
ま
へ
り
。
｝
つ
ゞ
“
も
い
‐

北
み
な
こ

６
ち
ば
ぺ

だ

は
れ
こ
れ
ほ
ゆ
る
女
子
ひ
ご
り
特
待
り
ぬ
此
子
を
芯
４
紗
‐
白
人
は
〆

９

聾
一
つ
１
世

ひ
て
ん
や
ご
聞
こ
へ
た
刺
松
醐
此
人
久
ご
ふ
る
は
い
寺
も
／
‐
ｌ
Ｊ
ｒ
１

炭
、
ろ
さ
饅
し
ま
は
あ
る
か
な
さ
は
こ
、
に
も
う
ち
／
‐
、
れ
‐
″
腓
１

Ｊ
は
へ
る
淵
士
暇
鯵
し
よ
ら
ん
に
は
な
＆
か
い
．
」
け
が
‐
別
１

つ
し
笈

抓
松
島
３
か
へ
で
て
’
＠
か
１
Ｊ
・
″
Ｉ
乃
』
ｌ
ｌ
ｊ
ク
ー

ラ
３
口
汐

７

口
い

出
て
入
る
人
も
か
し
’
か
た
い
い
つ
ノ
リ
／
け
Ｚ
’
。
〃
１
Ｊ
い

ふ
ご
む
れ
つ
よ
い
て
ｊ
Ｌ
こ
、
一
の
一
〃
ら
ん
え
、
ろ
う
，
ノ
リ
Ｊ

さ
る
は
卜
、
し
ガ
リ
。
ご
＆
‐
尻
ｔ
品
γ
か
ら
Ｊ
し
な
琢
心
な
り
け
７
ｊ

興
矧
“
Ｆ
人
品
型

化
Ｉ

ま
い
り
て
の
ち
つ
ひ
に
わ
か
る
へ
き
＃
は
し
も
〆
〃
て
力
ｆ
〆
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ゴ

ー

わ
が

▲
ひ

わ
れ
も
人
も
い
ま
別
恥
て
い
つ
か
は
蓮
鬼
ん
か
、
ろ
友
よ
；
仙
Ｉ
１
ｒ

ま
ち
か
へ
を
か
け
ひ
ご
り
の
老
沈
次
遊
な
ん
も
た
ぎ
け
る
雫
の
名
を
は
小
太

３郎
寺
」
よ
ぴ
な
Ｌ
氷
哩
し
立
ろ
＆
つ
け
て
か
た
ち
よ
く
次
，
ろ
も
ま
め
ｊ
、
乙

龍
ょ
仁
か
ら

う
れ
や
Ｉ
、
に
も
い
ざ
け
う
ふ
か
、
で
け
れ
は
う
詮
や
観
音
の
賜
へ
る
賛
な

り
け
ぎ
ぐ
」
か
き
り
な
く
か
委
し
つ
き
け
り
こ
の
子
二
十
ば
か
り
凱
な
り
ぬ
る
こ

伽
８
か
い
匙
上

つ
ゆ

ろ
た
や
の
掃
部
今
は
世
に
仁
も
ふ
こ
ご
露
ば
か
り
な
し
年
月
ね
か
ひ
わ
た
て

し
便
ｂ
く

れ
芯
は
い

つ
る
を
い
ざ
さ
ら
は
醐
國
観
音
を
歴
舜
せ
ん
さ
て
い
て
罫
け
り
は
る
け
き
う

ま
や
ち
を
た
、
ひ
ぐ
」
り
の
み
ゆ
く
承
蓄
に
や
う
／
Ｉ
み
や
こ
ち
か
＆
な
ｈ
竺
診

３
も
は

る
戎
ろ
ま
も
同
し
か
た
に
も
う
つ
る
ご
て
人
び
や
」
り
采
合
せ
た
り
か
た
み
＆

も
此
か
た
り
す
る
や
Ｅ
に
北
も
ふ
こ
ど
も
い
ひ
け
る
こ
さ
も
れ
な
霞
し
す
し
臥

乙
、
ろ

Ｌ
あ
り

て
一
つ
を
ひ
き
心
を
ひ
き
わ
り
て
う
ち
合
せ
た
ら
ん
や
う
Ｊ
な
ん
有
け
る
ま

た
な
く
よ
き
友
を
値
定
り
ぐ
）
て
か
た
み
＆
い
き
う
れ
”
し
寺
』
＊
も
ひ
つ
、
四
國

’

あ
し

こ
槌

戸
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も
た
ま
は
ら
じ
さ
く
も
竜
こ
の
剛
ヘ
か
へ
↓
せ
モ
へ
り
っ
こ
い
は
せ
た
る

’

さ
れ
ば
此
女
子
か
ご
戸
、
毒
し
》
さ
心
つ
き
ｆ
ろ
が
桜
し
て
こ
は
恩
ひ
よ
ら
〃
御

Ｐ
の
１
北
な
こ

れ
８

い
ひ

事
を
承
ま
は
る
も
の
か
な
か
く
赴
け
う
め
甑
砂
て
は
如
何
な
る
事
の
《
秒
り
》

こ
き
ａ
２
Ｐ
ｊ
龍

士
や

て
も
た
か
へ
ぬ
う
親
の
心
な
る
を
さ
る
御
臓
の
う
ち
あ
び
玉
へ
る
ご
て
は
る

／
～
さ
い
て
診
し
た
て
ら
れ
し
を
よ
し
心
さ
す
入
れ
は
き
走
需
も
か
く
参
か
ぅ

か
返

り
も

御
子
に
な
さ
せ
た
ま
へ
ご
て
激
ゐ
士
り
か
ぐ
服
あ
る
こ
ご
潅
聞
て
松
勘
沈
人

北
曹
ろ

い
し

々
は
み
な
驚
き
け
り
い
ご
好
こ
う
末
や
乙
御
心
か
な
さ
れ
ご
北
も
む
け
う
め

た
る
速
逹
へ
ぬ
さ
い
ふ
も
事
４
よ
り
沈
仰
せ
う
患
た
び
の
こ
さ
は
次
、
よ
り

△
Ｋ
比
妙
砧
悪
汀

傳
へ
さ
り
還
怠
を
＆
よ
り
て
か
く
醜
い
て
玉
ひ
た
る
な
れ
は
御
身
の
疵
こ
は

っ
ね

》
診
畢
と
虻

わ
か

た
れ
か
せ
ん
よ
く
氷
晶
・
し
鋤
ら
惠
玉
へ
幼
き
人
の
う
ち
に
求
も
ｊ
ま
、
に
卦

を
な
・
し
て
ば
の
ち
必
ず
人
わ
ら
び
な
る
邸
い
て
き
て
く
ゐ
の
こ
さ
ん
産
＃
里

な
ゑ
き
人
の
こ
こ
に
差
だ
か
う
た
ま
へ
ど
き
ま
／
、
い
ひ
こ
己
ら
へ
れ
ご
き

い
へ

ら
に
う
け
ひ
か
て
う
の
家
に
う
す
み
け
る

さ
て
う
れ
よ
り
は
朝
獅
う
ふ
た
親
に
っ
か
ふ
る
こ
寺
』
は
い
ふ
も
き
ら
な
り
琢
な

一

出
羽
の
國
凱
は
い
雫
」
も
／
～
も
う
れ
諺
し
き
よ
す
か
も
せ
め
出
て
た
り
こ
て
ょ

か
龍

い
へ

り
ふ
る
、
人
＆
語
り
っ
、
か
き
り
な
く
よ
る
よ
ひ
け
り
も
さ
よ
り
家
こ
め
る

龍
ひ
＄
フ

偽
易
ひ
１
値

人
な
り
け
れ
ば
旅
の
設
け
も
足
ら
ぬ
こ
さ
な
く
虫
は
竹
梛
講
の
祗
料
ょ
な
ご

肥
か
ら

い
か
学
し
う
の
、
ゑ
ぎ
て
か
つ
ノ
ー
～
の
財
鎚
文
も
の
促
噸
金
祇
ま
た
ご
り
そ
へ

伽
艇

雅

て
語
ち
ひ
”
し
月
を
た
か
へ
Ｌ
さ
い
う
ぎ
立
ち
に
け
り
贈
り
に
は
手
ゆ
し
の
ま

＝三

め
し
ぎ
人
う
ち
添
へ
て
松
嶋
に
う
っ
き
に
け
”

き
ぐ

愛
３
は
懲
悲
し
む
例
に
何
こ
ど
も
雛
睦
塩
は
噺
る
こ
ど
の
あ
る
ご
聞
て
う
や

傘
律
、

こ
ひ
か
な
は
か
途
に

も

７
４

う
１
１
思
ひ
出
て
識
で
け
る
い
か
に
せ
ん
一
代
の
も
さ
＆
此
く
ぬ
ご
遜
へ
ゞ
し

：

こ
き
こ
う
な
け
れ
何
ご
應
謹
む
ご
思
ひ
ま
ご
ふ
さ
て
あ
ろ
へ
き
こ
ご
に
し
応

沸
へ
衿
ん

ら
ね
は
あ
り
毒
し
ま
、
の
こ
ざ
を
つ
げ
て
今
ば
か
ひ
な
き
成
さ
に
侍
れ
は
對
凹

な
魯
画

わ
き
い
之

逝
蛸

泣
に
泣
け
，
今
は
此
ち
の
業
ご
螢
な
む
を
の
み
歎
き
こ
さ
＆
て
あ
り
鯵
し
瓦
ゆ

ゆ
む

き
ふ
り
は
思
ひ
出
っ
へ
く
も
あ
ら
す
夢
の
心
ち
』
て
月
を
狸
に
け
り

に
健

遭
ｂ

な
く
か
な
霞
し
這
思
ふ
聯
し
子
沈
俄
か
に
う
せ
ぬ
こ
さ
４
窓
あ
れ
ば
刀
自
は
物

涯
乃
轆

敷
之

昨
疋

も
永
暇
え
亀
涕
に
の
み
く
れ
惑
ひ
て
打
臥
け
り
間
く
ま
、
言
も
出
こ
す
た
、

5

Ｉ

’
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忠
る
な
い
質
剛
、
、
”
』
・
・
劃
●
．
、
〃
古
。
っ
て
、
、
‐
‐
、
唇
！
‐

一
い
た
り
諺
し
か
、
し
て
、
．
》
も
小
丁
見
も
抄
、
‐
可
ｊ
玲
苫
几
，

ひ

一
刈
幸
伽
一
洲
州
》
・
誠
肺
〃
い
Ⅲ
め
川
地
鮴
い
ふ
川
川
、
Ｌ
３
．
－
。
い
い

一
撫
刑
柵
抑
跳
燗
勝
嚇
批
部
淋
艸
帆
訓
肌
！
、
川
Ⅲ

一

一

一

吋

’

一
一一

一 三

－

I

ろ
り
召
し
ご
心
り
し
，
Ｉ

へ

Ｏ
Ｂ
さ
る
６’

’’奥
羽
婦
人

姑

寺
》

、

（

口

■
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、

瀧ナコ巳贈ノ ヲィ
〆 リ トしれ、 スタ
テ号＝カシ十ラ
ムタコア リ五サ
サご膳レヤナ年ル
ク便んチマト ノ ト
ルモハヂス瞳コ
シデマナレサロ
キ寝掘シ リ 1． シ予

鯵琴怠島診菫妻是
菫謡曇‘言懸牟§
シヲ･趾瞳キハイ風；
メケノ受;ヨサチ
ズカョテキ 、 ワ
イスウササカツ
ト コ兇#カマ職ラ
マトラ唾ラニヒヒ
ー，サ アヤフイニ手莚
ヤレシコヒ カ雌
力ハナ ト ナブ．毛
垂イブザクハコ
聯ツニクサヌ 、

寺二琴職こy
職モラ ノ ，、ハャ
ヘ洗2ズタ ミ郷、
ルb ト ビナ リ ナ

一

一=一

つ
ゆ

群
や
つ

幸
扉
、

を

＆
心

．
、
チ
ハ
露
ハ
ヵ
リ
毛
ナ
ヵ
リ
ヶ
リ
夏
ノ
曰
ハ
涼
シ
キ
ヵ
タ
ニ
届
ラ
レ
母
冬

さ

あ
龍

い
と
ま

な
わ

・
ノ
寒
ム
キ
コ
ロ
ハ
暖
タ
カ
一
三
テ
ナ
シ
暇
ア
ル
ト
キ
ハ
繩
ラ
ナ
ビ
ム
レ
ロ
チ

；

し
う
灌
砂

う
を
に
く
く
わ
し

方
，
″
コ
レ
チ
責
シ
衝
ニ
シ
テ
姑
ノ
タ
シ
ナ
野
ル
魚
肉
菓
子
ナ
、
ｒ
ヵ
逼
噌
鵬
身

ｊ
ｘ
弩
め

姑
ノ
ョ
ロ
コ
ヒ
テ
雪
ア
ォ
ノ
レ
ノ
タ
ノ
シ
ミ
ト
ナ
ス
ト
．
カ
ャ
ヵ
塾
ル
ョ
ミ
ス

か
う
ふ

モ
ル
吐
ね
ん

う
強
こ
く

ヘ
キ
孝
婦
ナ
ル
チ
天
保
十
四
年
正
月
八
日
ノ
午
ノ
刻
ス
ク
ル
コ
画
ト
ヵ
ャ
シ

ぢ
典
い
へ
に
牡
し
吃
っ
ｆ
わ

か
ぜ

む
ら
士
意
こ

ヶ
女
ヵ
家
ヨ
リ
俄
カ
ニ
出
火
シ
テ
ォ
リ
シ
毛
風
ノ
ッ
ョ
ヵ
リ
鬘
一
村
ノ
男
子

れ
み
財
わ
ら
わ
ぺ

吐
か

ハ
ミ
ナ
ノ
ニ
ィ
テ
塾
ノ
コ
リ
シ
ハ
女
童
部
ノ
ミ
ニ
テ
ァ
ハ
テ
フ
タ
ダ
ク
外
ハ

是
よ
り
復
た
一
花
底
う
け
心
ま
一

左

喉
け
か
し
な
今
は
か
ぇ
み
ご
、
‐
》
ア
ー
，
‐
↓
ｋ

’
１

ｋ
も
刃
ら
ん
ｔ

益
輿
し
辨
脈
尤
弘
の
伽
。
ふ
り
ご
云
ふ
ｒ
Ｐ
、
Ｊ
ゞ
、
Ⅱ
郁
肌
川
即
Ⅷ
学
呵

茄
存
参
し
て
あ
り
／

々
令
舵
み
ゅ
ゆ
り
う
し

保
田
光
則
大
人
の
長
う
芯

あ
い
ひ

ぼ
＄
ず
み
い
も
け

使
い

逢
も
兄
す
状
に
亡
蝿
を
妹
背
。
こ
恩
ひ
て
は
な
狐
す
〃
次
さ
カ
リ
人
口
〕
Ｉ
け

る
か
な
惜
き
ば
ち
す
の
花
は
ち
り
Ｌ
も
の
か
ら
難
の
い
き
虻
の
脚
は
あ
せ

ゞ
し
よ
る
っ
代
ま
て
に

シ
ヶ
女
ヵ
行
状
チ
紀
ス

あ
く
刀
さ
か
へ

；

出
羽
ノ
國
飽
海
郡
北
境
村
ノ
農
ミ
ン
總
兵
衞
ト
ナ
ン
ィ
フ
電
ノ
ン
薮
三
シ
ヶ

信
か
加
し

ト
ヨ
プ
モ
ノ
ァ
リ
ソ
ノ
性
イ
ト
賢
コ
ク
行
瞳
ナ
ズ
コ
Ｉ
ソ
シ
ヅ
ャ
ヵ
ニ
シ
う

よ
こ

い
に
し
へ
ふ
み

私
竜
ま
き
し
う
ど
め

こ
ろ
〆

邪
シ
マ
ナ
ラ
ス
古
ノ
丈
チ
モ
エ
ヶ
シ
ヌ
ル
人
ノ
如
ク
姑
ニ
ッ
ヵ
ヘ
テ
孝
ヨ
ヴ

す
な
は
ち
滿
樹
畑
挫
た
り
ご
云
ふ
＆
ゞ
ｔ
ｊ
壷
。
典
ｋ
Ｌ
１
脈
３
い
や
伽

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

直
血
し
花
の
Ｊ
ま
、
・
ひ

奥
澗
姉
人
柳 十１

１

Ｆ

礎
咽
一
〃
ロ
Ｂ
〃
』
『
ぬ
』
Ｉ
ｑ
垂
田
“
》
１
１

■
■
Ｉ
ｖ
４ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ

十

－－

－

L
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L 旦

一

一
ナ
ヵ
ー
ク
リ
ル
・

少
鋤
‐
ク
揃
当
側
’

’

一
キ
ハ
マ
タ
進
ク
ノ

－

１
１
１

い
へ
珪
血

ノ
レ
家
チ
守
り
非
テ
火
ノ
モ
ト
ノ
オ
コ
タ
リ
ョ
リ
イ
テ
キ
ニ
シ
ュ
ト
ナ
レ
ハ

北
の
こ
る
へ
池
ひ
と
竜

姑
ノ
ャ
ヶ
菫
毫
巳
レ
ノ
殺
迄
シ
ト
ナ
ニ
ホ
ト
ノ
隔
テ
ァ
ル
ヘ
キ
ソ
ノ
日
毎

一
こ
う
い
よ
う

澗
毛
し
か
い
や
今
い
虎

ニ
ッ
ヵ
ブ
ル
孝
養
ハ
ィ
ト
愛
タ
ヶ
レ
ト
モ
シ
雪
一
ャ
死
罐
焼
ハ
デ
、
姑
テ
抱

か
た
匙
し
お
う

ク
ノ
形
今
見
エ
ズ
ナ
リ
ナ
ハ
ィ
ヵ
テ
シ
ヶ
女
ヵ
眞
心
チ
證
一
三
ヘ
キ
ャ
シ
ヵ

ハ
ァ
ン
ト
モ
ワ
ヵ
ミ
ヲ
ガ
シ
ム
ュ
、
ロ
ナ
ク
姑
チ
弐
ス
ヶ
イ
タ
サ
ン
ト
ノ
シ

グ

此
も
ニ

ル
シ
ノ
ヵ
ク
モ
ョ
ク
ノ
コ
リ
シ
ハ
ゾ
ノ
思
瞳
ノ
蕊
Ⅲ
″
ム
ス
職
タ
ル
ニ
ャ
イ
＄
，

：一
異
レ
ニ
ユ
ソ

鄭
婦
瀞
朧
時
ノ
傳
岩
手
螺
樋
内
吉
畿

筵
ん
い
仕
て
げ
ん
な
ぢ
な
い
む
ち
々

わ
か
れ
い
し
離
陽
い

我
岩
手
縣
ノ
令
島
從
五
位
吉
哉
チ
シ
テ
貞
婦
猪
原
氏
ノ
傳
テ
ッ
ク
ラ
シ

ミ

…

ム
曰
ク
我
ハ
闇
愚
噸
ノ
ュ
ト
チ
ョ
ミ
シ
醤
キ
ー
菫
テ
ニ
之
レ
オ
表
シ
ヵ
ッ

モ

さ

其
ノ
ヒ
サ
シ
ク
シ
テ
後
一
雨
習
ユ
ル
ナ
キ
テ
オ
ソ
ル
ナ
ン
ヶ
ソ
レ
之
ソ

へ
ん
し
。
グ
く
わ
に
く
ち
々
シ
旗
ん

チ
傳
ヘ
ョ
ト
吉
哉
編
集
科
副
長
ノ
任
チ
カ
次
シ
ヶ
ナ
ブ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ

か
く
低
い
ふ
り
フ
酌
し
瀞

學
ア
サ
ク
オ
ゥ
、
ｒ
ク
不
朽
ノ
セ
孟
譽
其
人
ナ
ヲ
ン
ャ
然
し
、
ｒ
忌
縣
令

し
ょ
く
め
い
じ
う
呈
し
ん
い

．
、
’
一
職
ヲ
命
ス
ル
ァ
リ
辞
ス
ル
チ
得
ヘ
ヵ
ヲ
サ
ル
ナ
リ
〃
古
人
言
エ
ル

ヅ
ィ
ー
ハ
ヵ
ナ
ク
猟
北
タ
リ
ホ
ト
ー
！

セ
ン
ス
ヘ
ナ
ク
ミ
ナ
ノ
く
１
γ
「
ル
、
‘
１
リ
ナ
ー
１

心ノ
胸
チ
ィ
タ
キ
ラ
死
セ
シ
ァ
リ
マ
リ
兇
ｆ
“
恥
４
‐

の
△
１
７
１
沁

遁
ル
ヘ
キ
チ
姑
チ
タ
ス
ヶ
ン
ト
チ
卜
毛
ニ
ハ
ヵ
リ

▲
８
Ｖ

昏
々
・
け
ｃ
’
三
↑
Ｄ
厩
．
、
‐
可
４
。
■
凡

コ
ト
ノ
ョ
シ
ョ
ー
兼
テ
ノ
耐
妖
チ
村
胤
省
り
時
ノ
Ⅶ
横
一
、
ｒ
，
Ｉ

こ

し
ヨ
リ
オ
ウ
ャ
ヶ
ニ
開
冨
プ
ヶ
動
レ
ハ
吊
ヲ
瞳
ハ
サ
ヲ
サ
リ
流
父
Ｉ
．
‐

費
ニ
ト
テ
講
金
ソ
ク
パ
ク
ク
タ
シ
瀞
へ
ル
ト
ナ
リ
ソ
ノ
ィ
〃
ブ
『
｜
斗
池
側
玄

：
；

れ
り
膠
ん

２
い齋
耆
／
ハ
レ
テ
今
ニ
ノ
コ
レ
Ⅲ
γ

す
ぎ
ひ
ぎ
ふ
て
わ
さ
せ
ん

過
一
一
シ
人
ノ
家
ご
一
筆
チ
ト
ル
コ
ト
ヵ
家
キ
業
ナ
リ
シ
ハ
善
テ
ァ
ヲ
ハ
シ
テ

い
き
あ
く
ぴ
昔
こ
ら
あ
は

人
チ
ス
、
〆
悪
チ
モ
ヵ
キ
》
プ
人
チ
懲
ス
チ
ム
子
ト
ス
レ
ハ
ナ
リ
キ
哀
レ
シ
ヶ

ひ
わ
り
わ
へ
わ
ざ

女
ハ
ミ
ッ
ヵ
ラ
火
テ
ァ
ャ
マ
リ
シ
ニ
ハ
ァ
ラ
ラ
童
部
タ
チ
ノ
業
ニ
モ
セ
〆
方

｜

’
１
‐
グ
ヘ
ズ
ー
ホ
ノ
ュ

、
、
ヨ
向
ツ
リ
ュ
ー

ｆ

Ｂ
Ｌ
、
ノ
手
〃

卜

万

｜
｜
’

II
ｌ
ｌ
ｌ
０
１
１
１
ｌ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
ｐ
■
Ⅱ
０
８
日
日
８
日
■
■
■
・
１
■
６

、

口
’
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か
ん
豊

を
こ

ち
よ
う

ｉ

婦
ノ
零
護
チ
タ
ス
ヶ
テ
恵
ダ
ラ
ス
艮
ス
ル
ニ
及
ピ
其
鴫
少
脚
ブ
シ
ス
ナ
ハ
ナ

化
は
こ

か
げ
り

め
く

日
ニ
ヶ
マ
タ
’
一
イ
テ
、
煙
草
チ
ゥ
リ
以
テ
家
計
チ
タ
ス
ヶ
ィ
マ
女
カ
ッ
テ
私

叫
〃

て
ん
こ
シ
Ｌ

シ
一
二
銭
チ
ヅ
ヘ
ャ
サ
メ
キ
ク
モ
ノ
皆
ナ
曰
ク
天
孝
子
チ
以
テ
貞
姉
ニ
タ
マ

く
や
ん

瞳
し

フ
ト
コ
ト
官
塞
キ
コ
エ
岩
手
縣
令
島
從
五
位
ミ
ッ
ヵ
ヲ
母
子
チ
メ
Ｙ
《
テ
金

テチ

亦ス
父チ

謹雪ド
ア其
リ ／

約子
テナ

ナホ

スイ

ノ 1、

日ケ

ョナ

リ ク

ツ識
子次

柔胤害
リーザ

美雪
ノヤ

病シ
瞳ナー

呂亀 〃ザ

僻ス
リ ih!

貞シ

》
一
傳
鯲
其
貞
チ
柵
セ
サ
ル
ナ
シ
初
〆
貞
婦
ハ
雄
〆
ル
有
り
時
一
一
夫
ハ
ス
テ
｛
一

秘
モ
か
ｋ
ふ
く
ｆ
つ

病
ム
親
セ
キ
ヲ
相
ハ
ヵ
リ
錨
カ
ニ
貞
婦
ニ
ィ
フ
家
々
世
々
懇
血
垂
ノ
ッ
ト
フ
ム

龍
逆
い
あ
７
隅
器
ワ

シ
ロ
堕
胎
シ
｜
ブ
蕊
ク
ル
ナ
キ
ー
善
カ
ン
ャ
ト
貞
婦
ミ
ヅ
ヵ
ヲ
其
ノ
腹
チ
ュ
ピ

軌
樋
ノ
ふ
か
よ
い
ぎ
み

サ
シ
鴫
咽
シ
テ
臼
ク
夫
ノ
癖
ヒ
ョ
ウ
ャ
ク
深
シ
其
ノ
人
世
室
息
ア
ル
チ
脱
ル

髭
む
つ
＊
ん
い
よ
う

ハ
タ
シ
テ
ィ
ク
ハ
ク
年
ゾ
ャ
他
臼
イ
ャ
シ
ク
モ
ソ
ノ
脅
容
チ
オ
モ
ヘ
ャ
ル
ヘ

“
ひ
き
龍
か
ら
あ
し
の

キ
モ
ノ
猫
り
変
動
此
ノ
ー
塊
肉
ア
ル
ノ
皇
雪
懇
ク
ル
チ
キ
『
一
忽
ハ
ン
ャ
ト

を

９

か
ん
ｇ
う
と

言
ハ
歩
ミ
タ
、
ｒ
、
モ
ニ
ク
タ
ル
聞
ク
モ
ノ
感
泣
セ
サ
ル
チ
シ
ス
等
皇
シ
テ
子

そ

こ
ふ
し

ウ
マ
ル
青
タ
コ
ズ
乃
ナ
夫
一
三
、
壁
村
人
中
村
源
歳
ノ
子
チ
誌
テ
以
ラ
飼
卜

貞
姉
狛
原
氏
名
ハ
ナ
ッ
隅
叫
ノ
剛
函
、
．
ｒ
１
１

↑
い
を
ｆ
ｏ
ｒ
，

Ｉ
，

ニ
シ
テ
村
人
中
村
融
治
一
三
ク
小
．
、
モ
ト
可
１
曲
Ｊ
１
・
ノ
ィ
ー
‐
‘

１

９
元
ざ
よ

い

ヶ
拮
据
ウ
ム
ナ
シ
イ
マ
タ
幾
ハ
ク
ナ
ヲ
入
シ
テ
主
川
‐
さ
》
ヵ
、
１
〃
仇
＠

ひ
じ

１
ア
タ
ハ
ス
貧
ズ
ル
Ｔ
マ
ス
／
く
ｌ
ハ
ナ
ハ
タ
。
デ
イ
婦
肌
代
刈
詮
ィ
－

て
い
§
▲
フ

且
画
汐

ア
レ
ハ
ス
ナ
ハ
ヶ
人
ノ
裁
縫
チ
ナ
シ
以
ラ
ィ
シ
認
ク
チ
タ
，
ヘ
ヶ
雌
レ
ュ
’
一
〆

ぱ
し

あ
く

小
＊
く
Ｌ
８
く
ん

ラ
シ
カ
シ
テ
ャ
マ
喧
歳
ト
ク
ハ
ン
リ
悪
ケ
ョ
ゥ
百
出
シ
チ
支
制
液
捌
言
ア
マ

や
つ
手
テ
ー

タ
ナ
ス
ヘ
キ
ナ
シ
貞
婦
ノ
シ
ン
セ
キ
ヲ
ソ
ノ
血
属
ト
ナ
ル
コ
ト
チ
ニ
ク
ミ
強

ｂ
こ
ん

胃
う
か
泥
ざ

テ
勘
△
竺
一
離
婚
ノ
７
チ
以
テ
ス
貞
婦
テ
ィ
泣
シ
面
ク
執
り
テ
ゥ
ヶ
ヵ
ハ
ズ

も

つ
運
わ
敷

芯
く
り
上
４

侍
イ
ョ
ラ
マ
ス
／
Ｉ
動
ム
貞
女
夫
ノ
疾
イ
ニ
ヵ
シ
リ
ー
プ
ョ
リ
渦
カ
ミ
ッ
ヵ
ヲ

給
シ
唯
勢
チ
以
一
フ
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
脇
師
鵬
難
ニ
ァ
フ
レ
馳
聯
繊
蕊
シ
人
｛
、

う
う
罪
ご
ろ
ふ

ナ
雛
テ
掩
フ
貞
女
瀞
辮
ト
シ
テ
ヵ
ヘ
リ
ミ
サ
ル
モ
ノ
ン
雌
シ
惣
寺
研
シ
”
聯

１
う
９
あ
ら
ひ
あ
い
す
い
じ
上
ク
も
の

尿
尿
ノ
淋
漉
モ
ノ
ソ
ノ
愛
敬
ノ
僻
ウ
ス
ヵ
ヲ
サ
ル
者
。
三
十
有
八
年
猿
近

つ
舎
雅

且

ア
リ
曰
，
文
ノ
人
ョ
・

Ｉ
Ｉ

Ｆ

カ
ヅ
ン
ヵ
乃
チ
シ
ー
ソ
、
‐
『

ソ

し
ゃ
う

差’

聖
域
し

域
ら

Ｔ
一
鑿
．
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

シ
ｒ
鳶
矛
腐
り
評
！

\
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鰄織撰雲署，噂言：織三
ノス善k鋤女聯姉イタ曇ハ識チ足：
子チクハチシアア リ ソコチィラ
ソ得う病やサ弐治督リ ツニノ 、 ア トズ
ノル ミレシ蕊ハマ受うハ瞳，、ハス

今織三基”；宝丈雪‘菖皇曾支
リ アコナニレ他施ソモタ 、銭”・ 今
其ラレハカス姓#ノシシ卿物音寒息餓

シソススカ ′、ア職ルヲ君A之ス リ
ナレ亦箪処タカ リ スアズヲ、チ深燗
へ家タ間ク リ家 レァヮ ‘ス夜やﾆ
ﾊﾃﾅｮ辞聯= '､ﾍﾂｸﾆ麓ス胴つン リ シチア 必テラフィ瞬
亥実美悠雲j、 臺警‘夢章寺毒
チワニナクニ太 以卜 、 リ テヶ
祀しヲツ リ女郷耶 テール蝿〉瞳
鰄：灘ﾐ倉 臺苧毒愈議毒皇タテ『ルレルンフ ム微ひ燕シム ！／

:撰鰄;妻輔臺櫛:畠溌，ｦｱﾁﾉ '､乃&狸蝿ﾍｨｸｿﾙ

Lは
よさ
ろれ

式ナこ
ひり

をけ
の【）
′、 b

b
L
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Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ 口

Ｉ
・
‐
＆
！
へ
・
・
ゆ
り
に
こ
・
‐
》
か
ふ
Ｉ
コ
ヘ
し
Ｌ
、

ゑ
ま
メ
ー
い
み
愛
し
き
恥
を
４
〃
（
Ｕ
０
ｆ
ｊ
ｌ
』
此
》
‐
‐
‐
、
『
、

諺
し
よ
刺
卜
年
か
暇
さ
弧
る
よ
る
心
を
．
）
の
人
！
」
い
，
Ｉ
、

來
り
。
し
＆
今
は
う
比
甲
斐
も
侍
ら
じ
な
れ
卜
な
ど
か
榊
侭
”
い
‐
、
，
ｈ
ば

せ
諺
し
を
ご
く
さ
り
の
け
て
た
ま
は
恥
か
ｉ
ご
な
み
恒
心
胸
し
て
い
八
・
’
し

匙
ザ
０
℃
あ
ら

ず
リ
の
興
心
面
に
顯
は
れ
け
れ
ば
戸
長
も
て
み
ょ
か
さ
や
ふ
よ
水
も
ふ
も
↓
》

は
り
な
れ
ば
か
れ
か
心
を
ゃ
を
け
く
な
さ
せ
ん
も
の
を
ご
て
砿
挺
さ
か
７
・
め

い
か
ザ
ル
唾
，

が
願
ひ
比
通
り
＆
取
の
け
た
琴
ご
そ

つ
る
海
浜

鶴
女

じ

あ
年

鶴
女
ハ
肘
〃
鴎
螺
漣
冊
ノ
人
小
右
衞
門
ノ
次
女
チ
リ
父
ワ
ヵ
ブ
シ
テ
眼
チ
病

し
ぐ

う
い
う

ミ
明
チ
ウ
シ
ノ
フ
ソ
ノ
家
シ
パ
ノ
く
、
那
聯
ニ
カ
、
，
誘
具
コ
ト
ｊ
ｉ
ｉ
ク
鳥
有

あ
い

い
し
泉
く

§

ピ
ッ
臭

い
さ

ふ
旗

ト
ナ
リ
衣
食
シ
壹
一
給
セ
ズ
鶴
女
豆
腐
テ
セ
ィ
シ
謡
ク
ナ
ホ
父
母
チ
ャ
シ
ナ

’

‐
１
１
，
ｌ
■
０
７
４
Ｆ
６
１
１
０

1 1

０
１
Ｊ
０
Ⅱ
０
■
１
９
０
６
０
．
０
１
１
８
６
Ⅱ
０
１
１
０
６
０

、

０
０
■
’
０
９
０
１
１
０
１
６
Ⅱ
Ｉ
丑
Ｕ
ｌ
ｉ
０
ｌ
Ⅱ
Ｏ
７
ｌ
Ｖ
ｌ
７
ｆ
０
Ⅱ
Ｉ
０
Ｌ
１
■
刊
４
１
１

Ⅱ

０
１
１
２
１
１
８
１
４
０
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ’
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一
一

つ
ね

へ
い

－
ノ
賞
チ
ウ
ク
ト
云
う

一

み
や
領
蛋

宮
女

宮
汝
ハ
貯
紳
臘
伽
職
貯
ノ
雌
怖
怖
僻
椰
ノ
課
ナ
リ
ハ
シ
〆
清
右
ノ
蹄
撒
や
い

け
小
う
瞳
や

冬
や
ん
こ
し
ｊ
け
フ

ノ
聯
一
号
ル
ノ
畑
宮
ハ
ソ
ノ
下
牌
ナ
リ
砥
ハ
宮
ノ
弄
護
深
切
ナ
ル
ヲ
熱
シ
乃

吐
ｒ
，
＆

《
ナ
鵬
チ
具
シ
ヲ
嫉
卜
ナ
シ
清
右
二
配
ス
ス
テ
ニ
シ
テ
母
死
ス
ノ
ヶ
父
マ
タ
巳

や
譲
い

ら
れ

牝
う
や
く

齢
い
う
げ
ゃ
告
フ

サ
シ
ク
疾
ニ
ヵ
ン
リ
宮
フ
ヵ
ク
憂
チ
ィ
タ
シ
湯
藥
ミ
ッ
カ
ヲ
ナ
〆
奉
養
ツ
プ

ー

Ｉ
Ｉ

Ｉ

－
、
｜
Ｌ
の

一
ハ
忍
ヒ
サ
ル
ナ
リ
ワ

い
の
れ
い
ゑ

一
癖
雛
鑪
桶

一一一
一一一一 一 ー一一一－一一一

サ
ニ
イ
タ
ル

Ｏ
Ｌ
凡

＆
い
■
け
、

ハ
ヵ
一
身
．
↓
弓
こ
し
ノ
弥
可
一
ソ
ナ
ヘ
、
警
加
Ⅲ
．
．
．

‘
〃
、
は

ナ
リ
ト
ー
″
脇
フ
プ
ュ
ハ
ス
雌
｜
シ
テ
藻
こ
う
、
＄
、

ソ
ノ
ウ
レ
ー
チ
イ
タ
シ
舞
亡
食
司
忘
〈
ゞ
１
針
ｒ

ｎ
句
脳
、
敏
Ｌ

ノ
ノ
十
二
年
趾
亦
タ
眼
疾
ニ
ヵ
シ
ル
０
１
伽
、
・
ル
シ
う
易
い
」
Ｉ
卜

名
伽
乙
９
君
よ
ブ
Ｌ

此
時
二
及
ン
テ
小
太
郎
狂
疾
マ
ス
／
～
訓
シ
・
丁
ド
チ
し
、

心
今
廻
・
句
ト
ー
や
《
Ｐ
▽
五
Ｍ
悪
凸
拝
■
■
ｐ
日
〃
か
ト
』
■
一
、
ユ
知
で
０
０
①
●
■
が
口
日

白
山
深
夜
チ
ロ
ン
セ
ス
卒
然
ハ
シ
Ⅲ
，
ィ
乍
憩
″
リ
ヶ
瞳
叶
，
、
１
１
じ

Ｚ
３

み
、
れ

寵

目
チ
掩
逼
聞
ク
モ
ノ
耳
チ
蔽
フ
或
瞳
卜
蛎
女
爲
γ
チ
Ｈ
，
茜
↓
此
此
，
宙

ウ
く

ノ
ミ
ナ
ヲ
ス
雄
碓
ノ
蕊
猟
ラ
イ
カ
ン
セ
ン
ナ
ン
ヂ
ノ
碓
普
ｌ
む
う
箒
賜
‐
・
１

＄

ひ
い
か
泥
ち
３
鴎
Ｅ
し

め

チ
ン
ケ
日
出
ツ
レ
ハ
ス
ナ
ハ
ヂ
形
ヂ
勢
シ
日
入
レ
ハ
ス
ナ
ハ
チ
心
↓
血
厚
‐

た
ザ
し
缶
っ

へ
中
凸
龍

ム
ッ
イ
ニ
総
ツ
ヵ
レ
脚
ナ
ャ
ミ
以
ヲ
尽
ク
ル
ニ
ィ
タ
ル
ヘ
シ
モ
シ
一
室
ヲ
造

け
っ
あ
腱
日
め
ゑ
し
ン

設
セ
ン
メ
兄
氏
テ
幽
囚
ス
レ
ハ
亦
タ
ス
コ
シ
ク
慮
り
デ
ハ
プ
ク
ニ
至
ラ
ン
ト

ム
ヅ
》
〃
イ
ニ

け
つ設

セ
ン
』

鶴
女
襟
ヲ
正
フ
シ
コ
タ
ヘ
テ
曰
ク
阿
兄
ノ
疾
ハ
天
ナ
ー
蝿
ス
ル
モ
何
ソ
及
ハ

最
り

あ
腱
や
故
ひ

厳
Ａ
ひ
号
よ

筵
の
３
缶
０
舟
書
登
だ
け

溌
毛

し
か

弓
の
み
ゆ
品

ン
タ
ジ
其
近
隣
二
失
敬
サ
ル
、
チ
擢
ル
易
ノ
ミ
然
リ
ト
ィ
ヘ
ト
モ
其
身
チ
幽

、
う
っ
き
ん
秒
は
い
し

シ
ソ
ノ
心
ラ
鯵
セ
ハ
ャ
マ
イ
ム
ス
ン
テ
散
セ
ズ
身
溌
死
ス
竺
一
イ
タ
ル
ワ
ヲ

父

ヒ
ク

ョ
向
．
ご
プ
人
宇
刀
ダ
ル
｜
一
宮
ノ
孝
タ
ウ
チ
以
テ
ス
シ
ヵ
シ

、
ｌ
測
刺
倒
細
‐
川
‐
側
調
之
一
十
念
一
《
。
‐
‐
・
鯵
・
陸
‐
△
ｉ

０
８
１
０
０
１
１
０
日
８
０
■
■
曲
Ｈ
Ｉ
４
Ｕ
Ｂ
■
０
日
日
１
０
日
１
１
１
０
■
Ｉ
Ⅱ
■
１
０
１
０
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
１
１
凸
日
■
１

’
P
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一
’
０
１
１
０
１
１
４
０
Ⅱ
１
８
１
。
Ｏ
〃
０
６
口
，
‐
‐
■
■
Ｕ
ａ
Ｕ
Ｉ
且
Ｊ
ｕ
ｇ
且
■
■
Ｉ
■
一
Ｈ
０
ｇ
Ｈ
８
Ｕ
０
９
８
０
ａ
８
６
刷
凸
一
日
？
口
■
一
日
ｒ
ｂ
ｇ
Ｐ
Ｙ
０
■
■
Ｂ
８
Ｕ
０
Ｕ
多
３
口
■
４
Ｍ
Ⅷ
Ⅲ
旧
Ｉ
‐
Ｉ

凸
■
■
■
ｇ
ａ
再
■
凶
■
８
口
貝
？
■
■
即
Ｉ
●
■
■
■
日
日
■
■
■
●
■
、
■
■
■
■
８
ｊ
■
６
狂
■
■
１
．
１
川
日
刊
■
二
■
田
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ル
｜
一
期
ナ
ジ
ナ
ン
ゾ
ミ
ヅ
閏
藩
遍
ノ
鮠
ノ
脈
ク
ハ
ナ
ハ
よ
シ
キ
ャ
我
言
》

く
ろ

▲
》
か
丘
竃

一
二
》
タ
ヵ
ッ
テ
ゲ
ヲ
封
〆
テ
頁
家
二
嫁
シ
身
ノ
泌
蕊
チ
ハ
カ
レ
ヘ
キ
チ
リ
ト

ー

吋
俸
マ
リ
ゴ
サ
凡

３
ぐ
ふ
上
ぐ
ふ
て
ん
旨
み
諾
っ

宮
凛
然
カ
タ
チ
チ
タ
、
シ
テ
臼
ワ
ヲ
ハ
聞
ク
遇
卜
不
遇
ト
ハ
天
ナ
リ
寓
卜
貧

あ
い

た
か
か
い
つ

脇
い

ひ
ん
い
の
し

，
シ
キ
ハ
命
ナ
叺
天
娼
憾
瞳
身
チ
逸
ス
ル
ヨ
リ
ハ
命
唇
脚
シ
や
診
貧
チ
梁
シ
ム

》
一
シ
ヵ
ズ
サ
ヲ
ハ
不
徳
ト
ィ
ヘ
、
ｒ
モ
ィ
ヅ
ク
ジ
ご
庭
チ
賎
マ
ン
ャ
ト
キ
ク

モ
ノ
聯
謄
ス
宮
ハ
平
生
瀞
ヵ
衣
チ
服
溌
蝋
噸
閥
砂
ヲ
瞳
沐
セ
ス
椀
ラ
舜
而
シ

へ
い
緋
い
あ
い
よ
く
き
い
こ
ん

彫
あ
み
く
ｆ
げ
夢

“
デ
目
一
シ
ゥ
ト
蝿
急
擬
デ
マ
毛
，
供
薦
齋
如
ナ
ー
又
毎
歳
剛
‘
元
亀
韓
蝋
側
一
一

砿
い
ぜ
し
ぽ
＃
も
酌
ｊ

ひ
３

一
匹
チ
松
前
ノ
清
右
二
職
ル
ヂ
伽
ト
チ
ス
十
有
六
ヶ
年
一
日
ノ
加
シ
里
肺
等

一

ふ
か

か
ん

ｈ
い
や
心
張
う
ゑ

勺
い
し
ゆ

深
ク
ソ
ノ
ュ
塗
ロ
サ
シ
チ
感
シ
精
右
ノ
姪
彌
兵
備
チ
シ
テ
俄
韮
弓
．
父
シ
以

雀
う
し
づ
勺
う
峰
子
、

９
う
野
Ｉ
よ
く
九

一
プ
曰
ク
忠
七
ノ
窮
迫
ミ
ッ
ヵ
ヲ
船
セ
ス
義
チ
諸
君
一
夢
シ
ナ
ッ
コ
、
チ
以
テ

鷺
鹿
ｇ
い
う

ン
鼻
ち

か
陀

哨
姑
毛
亦
タ
郷
ニ
ヵ
ヘ
ル
ニ
途
ナ
キ
ナ
リ
諸
君
と
ト
リ
彼
ノ
妻
浦
ノ
苦
節
テ

し
ん
じ

懲
察
セ
ヲ
ル
ナ
キ
ヵ
子
カ
ワ
ク
ハ
仁
慈
ヲ
以
テ
シ
ハ
ヲ
ク
之
テ
緩
フ
セ
載
卜

そ
く
せ
ん

９
腐
り
』
ん

く
わ
ぢ
シ

債
主
ミ
ナ
側
然
之
チ
ィ
ル
ス
ナ
ハ
ケ
誇
券
チ
ト
リ
等
．
動
ト
ク
ノ
ー
～
之
チ
火
中

二
投
ス

一
》

テ
人
ソ
ノ
舌
チ
キ
カ
肌
ド
リ
〃
・
ク
ハ

ち

プ
リ
忠
七
卜
臼
っ
於
釧
，
マ
イ
・
＃
小
キ
興
り
『
ｊ

イ
ニ
利
テ
ゥ
シ
う
こ
ｌ
ｎ
Ｉ
贋
ゞ
ゞ
吠
川
ヘ
レ
ー
リ
ゞ
・
‐

し
＆
β
も
『

Ｄ
Ｌ
ｂ
Ｆ

ダ
ラ
ス
清
右
チ
風
テ
￥
‐
樅
ノ
保
誰
↑
う
、
◇
威
川
“
コ
ゴ
‐
‐
’
，

右
ヅ
イ
ニ
松
前
｛
ヌ
シ
リ
腓
ヲ
二
他
ノ
境
チ
鵠
キ
・
‐
学
ヅ
Ｗ
ゞ
｜
，
《
、
＃

て
つ

鴬
ハ
ョ
ク
内
チ
マ
モ
リ
貞
即
カ
ヘ
ス
ハ
シ
メ
酒
右
，
松
澗
・
Ｉ
｜
回
ム
か
澗
枇

金
み
な
こ
ｒ

ｑ
７
Ｕ
ｐ
も

〆
ル
ア
リ
コ
、
ニ
イ
タ
リ
テ
女
ナ
チ
生
ム
宮
コ
レ
チ
瑚
刑
ゞ
ヲ
制
ク
コ
レ
ハ

ル
側
し
く
ｐ
４
い

推
〆
聯
紳
恥
チ
リ
聯
ホ
ワ
カ
夫
チ
ー
ニ
ル
ヵ
コ
ト
シ
ト
ソ
ノ
明
年
家
仙
が
容
力
、

じ
う
６
２
惨
ん

い
つ
し
よ
う
ろ

け
い
は

り
什
器
蕩
儀
ス
、
ナ
ハ
ヶ
ー
小
臓
ヲ
ム
ス
ピ
生
母
ヂ
ム
ヵ
ヘ
テ
之
チ
ャ
シ
ヶ

か
’
し
ｆ

ど
う
々
を
ト

ブ
宮
鞠
嫌
ア
リ
年
マ
サ
ニ
笄
ナ
ヲ
ン
ト
ス
宮
義
妹
ノ
タ
室
一
装
其
チ
揃
上
他

け
は
い
９
よ
り

ひ
聯

叶
い

姓
豈
配
ス
閻
里
ツ
タ
ヘ
テ
以
テ
美
事
ト
ナ
ス
ソ
ノ
、
今
母
死
ス
宮
鯵
ト
リ
青

》
房
殉
〆

く
ぃ
い
く

鼬
い
ら
ら
い
つ
抑
９
お
り
は
じ
か
ん
４

燈
チ
マ
モ
リ
ソ
ノ
女
チ
訓
育
ス
叉
人
ノ
タ
〆
二
縫
涜
綾
織
シ
母
子
篭
々
案
錘

し
た
造

き
い
し
少

身
二
七
マ
レ
或
人
ヅ
ノ
辛
楚
チ
ァ
ハ
レ
ミ
之
二
再
礁
チ
ス
、
メ
テ
臼
ク
清
右

ば
か
勘
！
定
か
に
う
§
よ
う

松
前
ニ
ァ
ル
久
シ
キ
ク
三
Ｚ
一
妻
ア
リ
マ
タ
子
ア
リ
ト
馬
角
撫
剥
燕
ニ
ヵ
ヘ

；

１
１

田
畑
己
於
い
む
〃
ｌ
ｂ
Ｐ
ｌ
Ｐ
ｈ
Ｐ
Ｅ
ｐ
ｐ
申
巳
，
，
ｌ
ｌ
０
Ｉ
ｆ
６
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

０
１
－
１
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寒’

ごし毛ッ

－

噂
律
し
く
わ
ふ
渥
し
や
＃
の
す
げ
い
通
し
は
し

年
壯
ニ
シ
テ
病
テ
没
ス
寡
婦
某
年
二
十
五
．
一
子
プ
リ
安
之
助
卜
曰
ブ
年
甫
〆

さ
い
し
ゃ
せ
き
密
や
＃
乙
ｋ
う
れ
い

テ
七
歳
親
戚
ア
ッ
マ
リ
議
シ
テ
ロ
ク
安
兇
幼
齢
ニ
シ
テ
家
テ
ッ
ク
ニ
タ
ラ
メ

ｇ
い
し
ょ
く
こ
う
上
う

ソ
ン
ヵ
シ
氏
オ
色
ァ
‘
“
ヨ
ロ
シ
ク
後
夫
チ
納
レ
ァ
ソ
ノ
ン
ケ
チ
承
ク
ヘ
シ
ト

し
十
屯
い
つ
し
う
あ

・
ヨ
リ
テ
氏
チ
メ
ン
テ
之
ラ
ヵ
タ
ル
氏
從
ハ
ズ
シ
テ
曰
ク
巳
一
テ
く
’
一
礁
シ
堂

窪
ふ
、
フ
上
や
Ｌ
浜
晶
や
す
こ

ニ
マ
タ
他
夫
ラ
ミ
ン
ャ
ト
親
戚
之
し
一
一
謡
テ
曰
ク
幼
少
ノ
安
兇
テ
シ
テ
案
チ

忠
ら
ろ
く
こ
ん
た
ん
し
け
つ
血

ツ
ヵ
シ
〆
ハ
ス
ナ
ハ
ヶ
秩
緑
大
ニ
ヶ
ン
セ
ン
今
段
一
事
家
ノ
タ
蚤
一
節
チ
折

ル
全
レ
ヵ
ァ
ヘ
テ
之
チ
・
ソ
シ
ラ
ン
、
ｒ
氏
臼
妾
ハ
ソ
ノ
人
ノ
ゾ
シ
ー
今
恐
ビ
ア

わ
と
、
ろ
勇

然
竺
一
ア
ヲ
サ
ル
ナ
リ
ヒ
ト
リ
我
カ
コ
、
河
雲
快
カ
ヲ
サ
ル
ノ
ミ
ト
親
戚
，

ろ
ん
う
こ
“
リ
ー

モ
ノ
く
～
之
チ
論
ス
レ
鵬
某
氏
カ
タ
ク
ト
リ
》
ァ
動
カ
ス
コ
、
｝
一
オ
ヘ
ァ
安
兄
ヲ

雌
北
ろ
く
か
ｆ
い
》
〃

ご
ァ
家
チ
ッ
ヵ
シ
ム
果
シ
↓
ア
ソ
ノ
職
チ
ヶ
ン
笹
ラ
ル
家
計
砿
ニ
ク
ル
レ
ム
笈

ぶ
つ
し
会
い
や
く
ゑ
唖
／
グ
７
戸
ｆ
う
９
Ｊ
‐
ｆ

氏
一
身
百
役
ス
コ
シ
モ
挫
携
セ
ス
ミ
ル
モ
ノ
嵯
欺
ズ
又
姑
一
ツ
ヵ
ヘ
テ
熱
川

駒
ｖ
Ｆ
２
ヴ
ｋ
＃
ん
よ
く

ゾ
ノ
命
ス
ル
ト
．
。
ｐ
速
背
ア
ル
ナ
シ
姑
曾
テ
協
泉
二
浴
セ
ン
ト
ホ
ッ
ス
某
氏

。
』
緋
忠
・
＄
を
・
夕
し
座
り
け
八
つ
’
よ
う

衣
類
チ
灘
テ
以
テ
之
ゞ
一
シ
タ
ヵ
フ
イ
タ
ヵ
ッ
テ
僧
鴫
岬
ナ
ル
モ
ノ
プ
リ
佛
教

チ
鶴
棚
謬
灘
臓
一
溺
諦
ス
聯
瀞
献
ノ
コ
ト
シ
姑
マ
タ
ュ
キ
ラ
之
チ
聡
カ
ン
ト

９

回
可
興
刑
姉
人
椰
港
之
一
十
入
一
色
苛
め
昏
勝
慨

ｂ
せ
い
ら
あ
い

３
咋
寓
も

是
ニ
ォ
ィ
テ
里
正
等
相
ハ
ヵ
リ
人
ヲ
シ
テ
満
右
手
桜
前
一
重
ヵ
道
郷
里
ニ
ヵ

系
ル
チ
セ
ン
ャ
ト
ソ
ノ
人
宮
ノ
言
二
服
シ
テ
ャ
ム
ト
愛
う

ち
・
卓
し
鈷

杓
ｓ

く
つ
ｆ
篁
予

く
烏
匪
ん
＄
沸

鳴
呼
宮
一
身
ラ
以
テ
百
役
ニ
ァ
タ
リ
屈
セ
ス
機
マ
ス
銀
替
垂
甘
ス
ル
飴
ノ
ゴ

、
毎
つ
こ
ら
”

ｔ
‐
Ｆ
よ
く

ト
・
ン
身
テ
シ
ラ
桔
樺
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
ヲ
シ
〆
曾
テ
癌
食
チ
ャ
ス
ン
セ
ス
然
し
応

ひ
ご
輩
ｔ
珊
珍

ひ
や
？
う

ゐ
ワ
ッ
い
つ

し
侭
電
晶

入
木
石
一
一
ア
ヲ
ス
タ
レ
ヵ
疲
勢
ナ
ヵ
ヲ
ン
勢
シ
ー
ブ
逸
チ
モ
ト
〆
ズ
是
レ
紳
助

用
《
伽

プ
ル
所
以
ン
鰍

一
丁
撚
蝋
鎌
感
聯
蟻
鮮

は
う
腿

脳
聯
雌
蝿
臘
剛
ノ
瀞
出
二
城
生
撫
黙
聯
ナ
ル
識
プ
リ
騨
熱
一
千
飛
極
乎
食
ム

ヘ
ー
フ埴

。
シ
手

ブルアズ

ヘ者リ或
シア頁:人
何レ人ｼ宮
ソハウヲ・

力宮レイ
ナ云フツ・

ヲフルナ

ス心トヘ
シマゴト
毛。両毛

鈴”ワニ

す三椅雛

蕊燕
ヲハ戯ト
ゥオノ剛ホ
チノ ヲツ
テツ ミ ス

シカン宮
カ ヲ叉云
ル祁瀞フ
ノ リ卿瞬
十ヨ ヲ・主噂

紳》ニスカ
ツ・ 力 弾 し

徹?ナム癸

シ
ム
撤
擬
元
年
静
鋤
宮
ノ
静
鯲
チ
艇
シ
之
チ
藩
候
二
白
ス
乃
今
宮
チ
メ

恥
嘩
人
こ
り
ム
も
シ

も
ん
心
よ
●
、
く
い
旨
』
４
ｔ
よ
ひ
熊
５
■
い

感
舩
米
金
ヲ
タ
マ
ヘ
テ
以
テ
門
閥
二
表
ス
郷
里
ミ
ナ
之
チ
蕊
ト

ッ
カ
ヲ

州
刈
割
川
副
副
訓
酬
Ⅱ
馴
刺
咽
州
椚
ｌ
例
岨
Ｉ
△
０
１
９
“
『
〆
．
．
ｄ

“

】

宮

■

１

１

宝

ｉ
Ｉ
Ｉ

一
一 旬手

一
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｢‐ 一

｜

’

〃
焔
ｕ
Ｇ
４
．
画
弓
■
″
凸
印
、
ｒ
守
一
口
【
。
Ｄ
■
』
。
〃
ｕ
Ｊ
ニ
ロ
勺
ｂ
輿
明

一

た
、
此
君
＆
あ
り
雫
然
れ
ど
も
時
人
な
鴫
之
を
信
せ
ず
か
鰯
っ
て
点
れ
を
一

し
や
５
こ
う
い
ん

げ
ふ
唯

斥
く
げ
ん

笑
す
後
年
公
沈
大
業
を
成
す
＆
及
ん
で
大
に
景
綱
の
卓
見
乱
＊
ご
ろ
き
た
り

這
云
ふ

日
司
拠
圃
購
入
愈
隙
シ
｝
一
卜
Ｌ
二
・
・
，
１
川
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ

ホ
ッ
ス
某
氏
ミ
ッ
ヵ
ー
負
フ
デ
寺
二
ｆ
ｔ
’
八
冊
塊
七
、
‐
叱
，
．
ｋ

々
シ
女
へ
辨
崎
心
》
リ
ル
ハ
ナ
墨
‐
‐
・
“
、
油
ｉ
Ⅷ
ァ
‐
‐
‐
《
“
咳
，
＃

一
某
氏
二
賜
上
特
命
シ
テ
ソ
ノ
兒
安
之
肋
，
本
哩
一
役
↓
、

’
八
〆
な
塗
彪
町
４
こ
の
で

少
納
言
喜
多
子
之
博

十
Ｂ
Ｊ
し
い
化
く
便
っ
ぬ
う
の
か
あ
か
ｆ
Ｊ
ｔ
い
上
竃
ふ
く

少
納
言
蒋
多
子
之
博

幡
ん
ｆ
１
し
か
ｆ
く
＆
句
ｆ
７
か
込
釦
ｒ
Ｊ
ｔ
代
品
ご
ふ
く

－－一

－

一
す
ぐ
な
か
ら
す
叉
異
父
弟
景
綱
を
た
す
け
う
の
家
を
虎
う
り
う
せ
ん
ご
ざ
朔

一
洲
州
朏
片
倉
の
一
素
は
も
ざ
刑
州
北
き
た
ま
郡
や
し
る
郷
八
幡
脈
此
祠
官
＆

良
〆
し
う

二
捻
り

こ
う
塗
ん
し
や
し
く
わ
ん

一

ぜ
鷲
ん
時
室
そ
ぶ
り

し
よ
一
フ
和
い
く
わ
＆
よ
み
名
け
い
一

撫
馴
簿
溌
伽
講
川
蟻
雌
飢
繩
臘
鋤
澱
鱸
”
灘
剛
堕

し
ゆ
く
龍
て
し

で
る
む
楓

畿
竃
う

い
上
て
い
か
げ
っ
な

「
ー1

少
衲
言
喜
多
子
は
仙
笹
の
重
腿
片
倉
俄
叩
郡
岻
細
の
蝸
父
側
服
の
姉
な
り
画

歯
鱈
辿
な
栓
・
グ
よ
し
な
を
山
け
つ
亀
う

ゆ
１
．
１

は
鬼
庭
周
防
良
直
（
後
左
月
這
號
す
天
正
十
乏
年
汁
一
月
十
一
日
七
維
將
大

弗
多
い
り
凶
匡

へ
に
伽
識
雌
協
鰹
柵
に
聯
こ
ふ
時
に
年
七
十
三
身
に
甲
脚
を
つ
け
す
水
色
の
法

い
き
わ
罪
は
沙
し

て
ｂ
ぢ
う
寺
４
戸
し
ん
ｆ
小
＃
ん

能

衣
に
黄
架
帽
子
を
か
ふ
り
敵
中
に
突
准
す
敵
互
へ
凱
呼
て
曰
く
他
を
か
』
り

う
心
ク
ヴ
ク
ら
ん
営
む
ｆ
を
卯
こ
み
，
、
０
吋

み
る
な
か
恥
た
夢
き
帽
子
を
討
て
ご
縦
横
乱
撃
身
数
十
剣
を
被
む
で
滋
乱
戦

職
、
も
こ
３
わ
ゃ
ｊ
つ
ふ
遭
い
詮
嘩
ょ
臨

み
し
缶

Ｌ
を

死
す
）
畦
し
て
母
は
本
澤
刑
部
眞
臓
毎
々
片
倉
家
沈
囎
轆
さ
な
り
孑
糠
な

牝
ん
む
す
砂

領
里

鯵
《

や
存
す
）
の
女
な
り
一
女
あ
り
喜
多
虫
ご
云
故
あ
り
て
離
婚
し
其
女
を
柵
へ

恥
の
ち

Ｌ
〃
エ
ウ
し
夕

芭
う
け

て
蹄
へ
る
後
さ
ら
に
片
倉
景
重
の
後
室
ご
な
り
喜
多
子
も
ま
た
同
家
乱
や
し

な
は
る
髭
ず
る
ま
及
ん
て
女
沈
道
は
云
ふ
も
職
な
り
難
泌
鰄
櫛
に
癖
喚
弾
鮴

唇
や
う
れ
ょ

曹

へ
額
Ｌ
砿
こ
う
加
心
ざ
し

ｌ
旨

い

ん
て
兵
誇
を
誌
す
笄
す
る
＆
及
患
も
子
蹄
を
も
ご
む
る
の
意
な
諺
し
つ
ね
に
蚤

】
１
９
町
、
的
叫
軸
宰
劃

１
１
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一
一

、

ひ
ざ
ひ
ｔ
Ａ

ｆ

一

環
刈
久
し
く
卑
恥
に
あ
り
つ
ら
’
、
忠
へ
ら
く
Ｉ
鬼
ｌ
寺
島
、

胤
画
口
９
や
８
－
，
百

９

臥
甘
ん
。
し
前
門
３
次
柵
ろ
次
機
を
う
。
し
な
’
、
叱
泌
‐
昨
め
‐
〃
‐
‐

龍
け
■
土

一
は
ず
む
恥
ろ
慨
然
笈
を
蛍
ふ
て
ぁ
設
姐
く
天
下
ぞ
雌
迩
・
ル
ル
ィ
舟
冊
エ
，
１
叩

な
今
い

一
淘
得
て
身
を
立
て
家
を
土
成
乙
須
を
後
脚
に
あ
け
ん
３
い
ざ
』
、
↓
‐
す
）
し
＆

一
孵
し
一
日
喜
多
子
の
も
ご
＆
い
た
り
其
墜
、
志
や
処
仏
師
移
子
献
然
久
込
ｊ
ふ
乃

喧
○
し

ひ

辰
嬢
惑
謝
潔
蕊
州

は
っ
て
い
。

ｈ
ロ
－
い
ｊ
ｆ

め
ず
た
皇
發
稚
沈
円
は
か
な
ら
ず
采
り
て
離
盃
鞍
躯
け
ょ
ナ
か
へ
３
今
後
沈

一
一
一

と
也

鼬
な
む
ｈ
く

無
事
を
い
の
り
ま
た
心
ば
か
り
沈
賎
け
を
も
贈
る
塗
し
己

無
事
を
い
の
り
ま
た
心
ば
か
り
沈
餓
け
を
も
熊
る
溌
譲
し
ご

伽
８
い

景
綱
姉
の
ゆ
る
津
し
を
得
て
大
に
よ
る
患
ひ
家
に
か
あ
り
て
ワ
っ
か
の
家
財
を

り
し
隼
を
う

い
３

－
責
鱈
し
ろ
な
霞
し
旅
装
を
ご
塾
沈
ひ
ふ
だ
、
ひ
姉
の
も
こ
に
い
た
る
鰯
多
卒
威
儀

一
を
職
ふ
ゞ
し
慾
譲
》
《
し
て
縦
。
し
て
曰
く
汝
か
っ
て
忠
臣
墜
蓋
に
事
へ
さ
る
の

す
な
わ

ゆ
し
く
ん

い
唾
争

蔬
瀞
潔
笙
識
瀬
州
潔
鮒
轄
職
撰
鯏
繊
騨
諌

な
ん
じ
げ
っ
ｇ

ざ

口
二
０
口 １

１
１

小
っ
か
ぐ
多
り
っ
し
リ
マ

ざ
、
め
た
ま
は
さ
る
今
冊
芭
な
り
て
は
僅
か
の
家
央
も
Ⅷ
錐
く
諺
し
進
退
尻
、

娃
勾
わ
呼
一

陸

０

３
谷
り
て
又
い
か
ん
ど
も
な
し
か
た
ａ
し
ご
怨
ず
る
を
間
ぎ
蕊
多
子
は
。
｝
ご
は

れ
里

も
の

ど
彦
な

わ
れ
い

を
や
わ
ら
げ
凡
そ
人
は
物
き
は
ま
り
て
耐
ゞ
し
て
の
ち
鞭
成
る
の
も
な
り
我
爾

い
き
と
う

い
げ
ん

景
綱
ぎ
、
て
憤
琴
か
、
る
異
見
の
あ
る
あ
ら
は
な
に
手
）
て
は
し
め
よ
た
れ
を

ふ
ち
う

い
ば
ん
ｂ
、
ん

、一

わ
す
る
不
忠
之
よ
り
大
な
る
は
な
か
る
へ
乙
矧
や
時
人
か
っ
て
政
宗
君
を
さ

－

よ
う
し
ゆ

け
う
ぎ

ひ
腰
姥
ぜ
う

・
ゞ
し
て
庸
・
一
エ
た
り
大
將
の
器
な
遠
さ
ひ
わ
う
せ
乙
這
き
汝
ひ
省
り
非
凡
な
り
將

ら
い
の
毛
ひ

塾
い
Ｉ
ん

來
に
望
を
う
ぐ
毛
へ
Ｌ
ご
雲
た
る
に
あ
ら
ず
や
か
く
の
そ
み
あ
る
名
君
を
す

た
哩
多

う

な
ｃ

ｈ
〃
二
Ｐ
げ

み
な
ば
忠
孝
ふ
た
っ
な
服
ら
全
ふ
す
へ
”
し
汝
心
を
患
つ
め
て
之
を
い
ぃ
Ｊ
間

々
竜

へ
ご
理
に
理
を
つ
く
し
て
諭
し
た
で

か
つ

ほ
ご
こ
く

ら
ず
む
乙
ろ
他
邦
の
君
Ｊ
仕
ふ
る
の
心
を
以
て
本
國
の
求
溌
＆
忠
節
を
は
り

て
、
他
邦
の
寵
施
治
ら
ん
ざ
は
父
何
沈
心
う
や
他
邦
い
が
な
る
明
君
あ
る
あ

し
卸
さ
い

這
つ
け
・
こ
う
ｆ
わ
ん

心
Ｂ
く

る
も
い
ま
た
寸
功
な
き
一
介
の
新
参
も
の
を
突
然
高
官
４
沈
職
せ
重
職
を
さ

Ｂ
し
わ
〃
も
民
万
ん
克

峰
￥
わ
〃
評
〃

つ
け
へ
き
や
も
し
う
の
露
緑
を
得
ん
背
な
ら
は
披
群
の
功
を
栃
ら
は
ざ
、
る

珪
告
癒
り
く
わ
い

と
白
フ

吟
う
か
．
よ
き

を
得
ず
よ
”
し
万
一
望
外
の
選
を
蕊
む
る
も
生
涯
不
義
の
名
は
典
ぬ
か
る
《
シ
か

b」
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＆
か
た

り
心

、
■

沈
無
行
は
甘
て
仙
人
の
を
渦
‐
》
も
Ｌ
仙
肥
，
§
‐
へ
《
の
を
批
孔
も

叩
Ｊ
、
今
ロ
ロ

の

の
あ
れ
は
茨
１
鼬
を
め
く
ら
さ
、
っ
前
に
は
訓
琳
、
の
延
恥
あ
岫
血
３
は

ぜ
の
り
・
し
⑲

」
辱
』

千
利
休
の
死
洞
り
股
の
鑑
み
醗
々
眼
飢
＆
之
水
《
狗
伽
遜
川
の
占
噸
は
ｌ
託
典

９

も

の

危
の
分
る
動
き
こ
ろ
に
恵
て
患
。
し
必
を
北
し
ま
ば
川
々
し
き
太
叩
を
ひ
＊

も

こ
す
へ
し
堂
４
－
姉
人
槻
剛
て
國
承
乱
換
ふ
へ
け
人
や
こ
蜥
蝋
意
４
決
衷
て

■
凸
〃

ゑ

ぐ

は
４
め

か
く
は
誠
ら
ひ
ぬ
縛
越
の
罪
は
喜
多
一
死
を
以
て
謝
寸
へ
。
し
剃
翻
土
安
“
直

入
竃
吻
偽
一
夢
や

，
企
や
り

を
刎
”
て
其
仙
怒
を
撤
し
船
へ
ご
圓
私
こ
し
て
言
Ｌ
す

い
ｂ

刀
九
今
回

も
戸
上
Ｌ
Ｄ
Ｉ
ら
喉
し

公
悲
よ
う
や
く
解
く
る
ご
い
へ
ご
も
専
厳
の
罪
免
が
紅
が
た
く
珊
里
日
向
に

書
面
函
よ

毛
墜

か
〃
＆
§
‐
且
里
延
秘
〃
も
い
り
爽
砕

蟄
崎
を
命
せ
ら
る
喜
多
ｆ
殿
叩
を
辞
還
て
よ
ぞ
刈
田
郡
戯
本
村
槻
の
槻
滴
ざ

守一

‐－－－

稲
す
る
閑
稚
幽
鮒
の
州
李
“
卜
ゞ
し
て
地
室
恥
む
す
び
深
く
桃
も
ん
に
蹄
依
し
慶

十
わ

ぁ
ん
Ｌ
ン
知
転
は

腱
十
ｈ
年
上
月
伽
厩
瀧
鰐
天
年
溌
以
て
総
る
時
年
七
十
二
応
室
の
側
ら
に
葬

ゑ
む

ｂ
く
わ

う
い
海
ひ
ご
識
・
ぺ

む
り
法
號
獅
劉
同
院
月
隣
妙
華
大
姉
ご
い
ふ
景
綱
糞
悼
典
稗
提
い
た
め
一
寺
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